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～ 人と進んで交わり、共に資質を高めよ。～
進交会は、横浜市立大学（市大）と横浜市立横浜商業高等学校（Y校）の同窓会です。
「人と進んで交わり、共に資質を高めよ。」は、Y校初代校長の美澤進先生（福沢諭吉の高弟）の言葉です。
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菊
香
る
候
、
進
交
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
進
交
会
報
第
89
号
は
Ｙ
校
版
と
市
大

版
の
分
冊
発
行
３
年
目
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
あ
る
活
動
の
様
子
を
お
読
み
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
　
　

　
次
年
度
に
は
、
進
交
会
報
90
号
と
な
り
ま

す
。
広
報
・
Ｈ
Ｐ
委
員
会
で
は
、
紙
面
の
よ
り

一
層
の
充
実
と
工
夫
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
進
交
会
報
の
充
実
を
目
指
し
て
会

員
の
皆
様
か
ら
企
画
等
の
ご
意
見
ご
示
唆
を
い

た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
会
報
へ
の
広
告
ご
掲
載
も
募
集
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
、
進
交
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
の

方
々
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
母
校

愛
を
深
め
、
進
交
会
（
同
窓
会
）
活
動
が
活
発

に
な
り
ま
す
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
末
尾
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
寄
稿
・
広
告
掲

載
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
か
ら
会
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　
会
報
・
H
P
委
員
長

　
　
桑
原
　
正
子
（
文
昭
41
卒
）

Ｙ
校
〜
Ｙ
専
〜
横
浜
市
大
ま
で
の
あ
ゆ
み
と
進
交
会

　
明
治
15
年
（
１
８
８
２
年
）
横
浜

商
法
学
校
が
誕
生
し
、
種
々
の
変
遷

を
経
て
、
７
年
制
（
本
科
５
年
・
専
修

科
２
年
）
の
横
浜
市
立
横
浜
商
業
学

校
（
旧
Ｙ
校
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
専
修
科
が
、
昭
和
３
年
（
１
９

２
８
年
）
に
横
浜
市
立
横
浜
商
業
専

門
学
校
（
Ｙ
専
）
に
昇
格
、
そ
の
後
、

昭
和
24
年
の
新
制
大
学
発
足
に
伴
い

横
浜
市
立
大
学
商
学
部
に
改
称
し
金

沢
八
景
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
本
科
は
今
の
横
浜
市
立
横
浜
商
業

高
等
学
校
（
Ｙ
校
）
と
し
て
１
４
０
年

以
上
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
ま
す
。

　
進
交
会
は
Ｙ
校
と
Ｙ
専
の
ル
ー
ツ

が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｙ
校
・
横

浜
市
大
の
単
一
の
同
窓
会
と
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

【
　
目
　
次
　
】

挨
拶
・
浜
大
祭
案
内
　
　
　
　
　
二

ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
を
考
え
る

　
金
子
文
夫
名
誉
教
授
　
　
　
　
四

同
窓
会
の
活
動
　
　
　
　
　
　
　
六

活
躍
す
る
卒
業
生
　
　
　
　
　
　
九

活
躍
す
る
学
生
　
　
　
　
　
　
　十
一

大
学
だ
よ
り

　　
　
　
　
　
　
　十
二

支
部
だ
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
十
四

進
交
会
だ
よ
り
　
　
　
　
　
　
十
五

訃
報
・
編
集
後
記
　
　
　
　
　
十
六

商業施設・オフィス・リノベーション・設計施工tatesin

会長 渡辺清和
（Y校 昭和45年卒　バドミントン部）

〒 232-0022 横浜市南区高根町4-29
☎045-242-1320　☎045-262-4026（不動産部）

一級建築士事務所

株式会社タテシン

麺処 おおぎ（進交会館１階）
うどんと酒肴

◎馬車道・横浜市役所前店(進交会館１Ｆ）
　横浜市中区相生町６－１１１　電話 ０４５－６８１－２１５２

◎大通り公園前本店
　横浜市中区蓬莱町１－１－３
　電話　０４５－２４３－０３９０

◎常磐町店
　横浜市中区常磐町３－２２－３   
　電話　０４５－２３２－４０４０　　

令
和
６
年
　
進
交
会

新
年
懇
親
会
の
お
知
ら
せ

日
　
時
　
令
和
６
年
１
月
27
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
11
時
30
分
　
開
会

場
　
所
　
崎
陽
軒
本
店
　
４
階

※

詳
細
は
進
交
会
事
務
局
ま
で

進　交　会　報 第89号
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進
交
会
員
の
皆
さ
ま
と
ワ
ン
チ
ー
ム
で

進
交
会
理
事
長
　
古
屋 

文
雄

　
会
員
の
皆
さ

ま
に
は
、
い
つ

も
進
交
会
事
業

に
ご
協
力
ご
支

援
を
頂
い
て
お

り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
３
年
半
は
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
、
会
員
の
皆
様
は
本
当

に
大
変
な
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
位
置
づ
け
が
緩
和

さ
れ
、
社
会
全
般
も
よ
う
や
く
平
常
に
戻
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
進
交
会
も
お
陰
様
で
同
窓
会
員
相
互
の
交

流
が
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
進
交
会
命
名
の

由
来
は
「
人
と
進
ん
で
交
わ
り
共
に
資
質
を

高
め
よ
」
の
美
澤
進
先
生
の
教
え
に
よ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
Ｙ
校
は
１
４
０
周
年
を
迎
え
、

市
大
医
学
部
附
属
２
病
院
も
１
５
０
周
年
の

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
進
交

会
は
、
会
員
相
互
の
交
流
を
さ
ら
に
進
め
る

と
と
も
に
、
母
校
の
発
展
を
支
援
し
て
、
皆

さ
ま
と
と
も
に
ワ
ン
チ
ー
ム
で
同
窓
会
活
動

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
会
報
の
分
冊
発
行
は
３
回
目
と
な
り
、
分

冊
に
し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
進
交
会
は
「
持
続
可
能
な

進
交
会
」
に
向
け
て
次
世
代
会
員
と
し
て
中

年
層
、
若
年
層
の
会
員
に
積
極
的
に
仲
間
入

り
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
急
務
で
す
。
母
校

愛
を
育
み
、
同
窓
会
で
あ
る
進
交
会
へ
の
理

解
と
関
心
を
抱
い
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期

待
し
ま
す
。

　
来
春
５
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
新
年
会
で

元
気
な
皆
さ
ま
と
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
健

康
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

温
か
な
ご
支
援
に
感
謝

横
浜
市
立
大
学
学
長
　
相
原 

道
子

　
日
頃
か
ら
横
浜
市
立
大
学
に
温
か
い
ご
支

援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
今
年
の
５
月

に
２
類
か
ら
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
残
っ
て
い
た
制
限
も
多
く
が
解
除

さ
れ
ま
し
た
。
11
月
の
浜
大
祭
も
コ
ロ
ナ
前

と
同
じ
形
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
本
学
で
は
、
２
０
２
８
年
に
迎
え
る
創
立

１
０
０
周
年
に
向
け
「
横
浜
市
立
大
学
の
歴

史
を
知
る
講
演
会
」
を
開
催
し
て
お
り
、
第

５
回
目
を
12
月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ご

関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
講
演
会
は
ア
ー
カ

イ
ブ
と
し
て
本
学
のW

eb

サ
イ
ト
で
公
開
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
創
立
１
０
０
周
年
は
、
長
き
に
わ
た
り
本

学
の
歴
史
を
紡
い
で
こ
ら
れ
た
皆
様
に
深
い

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
大

学
・
病
院
の
理
想
の
姿
を
追
求
し
、
さ
ら
に

次
の
１
０
０
年
に
向
か
う
た
め
の
大
切
な
節

目
で
す
。
本
学
で
は
、
現
在
、
世
界
に
羽
ば

た
く
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
や
新
た
な
研

究
創
生
、
豊
か
な
学
生
生
活
の
た
め
の
キ
ャ

ン
パ
ス
環
境
整
備
な
ど
を
目
指
し
た
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に

は
皆
様
の
お
力
添
え
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
本
学
の
取
組
み
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

「
Ｙ
Ｃ
Ｕ
１
０
０
募
金
」
に
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

大
学
・
学
生
・
地
域
の
元
気
に
役
立
つ

浜
大
会
を
め
ざ
し
て
！

浜
大
会
（
横
浜
市
大
同
窓
会
）
会
長
・

進
交
会
副
理
事
長
　
　
　
金
子 

延
康

　
先
の
横
浜
市

大
同
窓
会
総
会

２
０
２
３
に
お

い
て
、
横
浜
市

大
同
窓
会
の
通

称
を
「
浜
大
会
」

と
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
今
後
は
「
浜
大
会
」

の
名
を
積
極
的
に
使
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
「
あ
あ
浜
大
の
俊
英
わ
れ
ら
〜
♪
」

の
浜
大
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
「
浜
大
会
」
は
長
年
交
流
会
を
開
催
し
て

き
た
組
織
を
母
体
と
し
て
、
市
大
創
立
90
周

年
の
平
成
30
年
に
、
同
窓
会
の
役
割
充
実
の

た
め
、
進
交
会
の
も
と
に
再
編
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
三
年
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

同
窓
会
活
動
が
大
き
く
制
約
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
間
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
活

動
し
、
現
在
は
五
年
後
の
市
大
１
０
０
周
年

に
向
け
て
、
市
大
の
全
て
の
学
部
を
超
え
て

卒
業
生
が
連
携
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
11

月
４
日
（
土
）
に
は
八
景
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
、
同
窓
会
の
集
ま
り
（
浜
大
会
交
流

会
）
を
４
年
ぶ
り
に
開
催
予
定
で
す
、
詳
し

く
は
こ
の
会
報
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
「
浜
大
会
」
の
会
則
に
あ
る
３
つ
の
事

業
、
①
会
員
相
互
の
交
流
、
②
大
学
・
学
生

へ
の
支
援
、
③
地
球
・
地
域
の
持
続
的
発
展

（SD
Gs

）
へ
の
貢
献
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

経
験
を
プ
ラ
ス
に
活
か
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

も
併
用
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
大
卒
業
生
の
会
員
は
約
３
万
人
で
す

が
、
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
経
験
、
ノ
ウ

ハ
ウ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
お
持
ち
で
す
。
一

人
ひ
と
り
の
力
は
大
き
く
な
く
と
も
、
課
題

を
共
有
し
て
繋
が
れ
ば
大
き
な
力
に
な
り
、

難
し
い
課
題
を
も
解
決
で
き
、
貢
献
が
元
気

に
繋
が
り
ま
す
。
今
何
が
必
要
か
真
剣
に
考

え
、
自
分
は
何
が
で
き
る
か
真
剣
に
考
え

て
、
皆
で
連
携
し
て
一
歩
進
め
る
、
そ
の
た

め
の
ソ
フ
ト
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
同
窓
会
は

お
役
に
立
て
る
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
皆
様
の

思
い
の
実
践
と
し
て
、
こ
の
会
報
に
は
最
近

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
浜
大
会
」
は
、
会
員
が
繋
が
り
、
大

学
・
学
生
・
地
域
の
元
気
に
役
立
つ
同
窓
会

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
、
ぜ

ひ
、
楽
し
み
な
が
ら
繋
が
っ
て
、
ご
一
緒
に

一
歩
進
め
ま
し
ょ
う
！
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横
浜
市
立
大
学
病
院
１
５
０
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト俱

進
会
会
長
　
遠
山
　
愼
一

　
昨
年
の
10
月

１
日
（
土
）
金

沢
公
会
堂
で
横

浜
市
立
大
学
付

属
病
院
の
原
点

で
あ
る
早
矢
仕

有
的
医
師
が
１
８
７
１
年
に
開
設
し
た
仮
病

院
の
１
５
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
オ
ン
ラ

イ
ン
を
含
む
）
が
開
催
さ
れ
５
１
１
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
仮
病
院
設
立
１
５
０
周
年
は
２
０
２
２
年

10
月
に
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
発
祥
の
地
、

現
在
の
南
区
公
会
堂
で
挙
行
の
予
定
だ
っ
た

の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
場
所
と

な
っ
た
た
め
に
金
沢
公
会
堂
と
な
り
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
山
中
竹
春
横
浜
市
長
は
じ

め
５
名
の
来
賓
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
き
、
地
元

の
岐
阜
県
山
県
市
か
ら
は
、
早
矢
仕
有
的
顕

彰
会
会
長
大
野
泰
正
参
議
員
議
員
を
お
招
き

致
し
ま
し
た
。
式
典
の
第
２
部
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
１
５
０
周
年
に
感
謝
、
そ

し
て
横
浜
と
医
療
の
未
来
に
向
け
て
」
（
司

会
：
後
藤
隆
久
先
生
、
対
談
者
：
南
場
智
子

氏
、
中
内
啓
光
先
生
、
武
部
貴
則
先
生
）

は
、
短
時
間
で
し
た
が
、
医
学
部
の
あ
る
べ

き
将
来
、
医
療
の
将
来
の
示
唆
に
富
ん
だ
内

容
で
し
た
。
式
典
で
上
映
さ
れ
た
「
横
浜
市

立
大
学
付
属
２
病
院
・
医
学
部
の
歩
み
」
は

１
５
０
年
の
歴
史
が
手
際
よ
く
ま
と
め
ら
れ

て
お
り
、
今
後
多
く
の
機
会
で
利
用
で
き
る

秀
逸
の
出
来
栄
え
で
す
。
次
の
２
０
０
周
年

記
念
式
典
が
新
た
に
統
一
さ
れ
た
新
病
院
の

ヘ
ボ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
活
動
の
よ

り
一
層
の
充
実
を
目
指
し
て

「
看
護
」
交
流
会
会
長
　
前
澤
　
美
佳

　
横
浜
市
立
大

学
「
看
護
」
交

流
会
で
は
、
現

在
１
，
２
０
０

名
を
超
え
る
在

校
生
・
卒
業
生

の
皆
様
に
ご
加
入
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
昨

今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の

影
響
に
よ
り
、
大
人
数
で
の
集
会
等
が
開
催

で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
５
類
感

染
症
へ
の
移
行
な
ど
の
社
会
情
勢
を
鑑
み
、

今
年
度
は
本
格
的
に
活
動
を
再
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
在
学
生
を
対
象
に

海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
学
会
参
加
費
の

補
助
や
、
卒
業
生
に
就
職
活
動
や
国
家
試
験

対
策
等
の
相
談
が
で
き
る
集
会
の
開
催
等
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
部
講
師
を
招

聘
し
看
護
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
で
講
演
を
依

頼
す
る
「
講
演
会
」
に
つ
い
て
も
、
在
校
生
の

ニ
ー
ズ
も
調
査
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
卒
業
生
に
は
、
会
費

補
助
や
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
目
的
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
還

元
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
看
護
」
交
流
会
で
は
、
近
年
、
看
護
学

科
の
入
学
時
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
活

動
紹
介
等
の
広
報
活
動
に
よ
り
、
非
常
に
多

く
の
新
入
生
の
皆
様
に
ご
加
入
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
よ
り
一
層
、
会
員
の

皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
実
の
あ
る
活
動
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
進
交
会
賞
の
授
与

　
令
和
４
年
度
の
進
交
会
賞
は
、
令
和
５

年
３
月
16
日
に
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル
に
て
金

子
延
康
進
交
会
副
理
事
長
（
横
浜
市
大
同

窓
会
会
長
）
か
ら
各
学
部
代
表
に
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
　

国
際
総
合
科
学
部
　
川
口 

あ
ず
さ

国
際
教
養
学
部
　
菅
野 

有
紗

国
際
商
学
部
　
清
水 

未
海

理
学
部
　
寺
内 

佑
希

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
　
竹
之
下 

秀
男

医
学
部
医
学
科
　
渡
邉 

優
奈

医
学
部
看
護
学
科
　
藤
田 

光
音（

敬
称
略
）

お
め
で
と
う
！

メールアドレスと新住所を教えてください。
同窓会活動目的のために使わせていただきます。
ご登録をよろしくお願いします。

浜大会活動にご協力ください
（永年会費20,000円／年会費2,000円）

振 込 先：りそな銀行 横浜支店
普通預金：1218647
口座名義：横浜市立大学同窓会
◎進交会とは別枠です。
◎氏名、卒年、学部の記入をお願いします。

第73回 浜大祭
11月4・5日（土・日）
金沢八景キャンパス
90の学生団体が終結

浜大祭ホームカミングデー
4日（土）13:00～14:30＠第一講堂

相続・贈与の基礎知識
～相続、相続税対策、遺言書、遺贈のメリットなど～
講師：税理士・行政書士 浅木克眞氏（商昭52卒）

横市大同窓会（浜大会）大交流会
八景キャンパス・シーガルホール
11月4日（土）15:00～17:00

（受付14：30）
美味しいお食事（飲み放題付）

学生・OB/OGによるアトラクション
会費6,000円

お申込み✉ ycureunion@gmail.com
☎ 045-681-6575（進交会事務局）
090-2409-8210（事務局 西尾）

申込締切：10月25日（水）

横浜市大の
歴史を知る
講演会

進　交　会　報 第89号
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進
交
会
員
の
皆
さ
ま
と
ワ
ン
チ
ー
ム
で

進
交
会
理
事
長
　
古
屋 

文
雄

　
会
員
の
皆
さ

ま
に
は
、
い
つ

も
進
交
会
事
業

に
ご
協
力
ご
支

援
を
頂
い
て
お

り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
３
年
半
は
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
、
会
員
の
皆
様
は
本
当

に
大
変
な
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
位
置
づ
け
が
緩
和

さ
れ
、
社
会
全
般
も
よ
う
や
く
平
常
に
戻
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
進
交
会
も
お
陰
様
で
同
窓
会
員
相
互
の
交

流
が
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
進
交
会
命
名
の

由
来
は
「
人
と
進
ん
で
交
わ
り
共
に
資
質
を

高
め
よ
」
の
美
澤
進
先
生
の
教
え
に
よ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
Ｙ
校
は
１
４
０
周
年
を
迎
え
、

市
大
医
学
部
附
属
２
病
院
も
１
５
０
周
年
の

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
進
交

会
は
、
会
員
相
互
の
交
流
を
さ
ら
に
進
め
る

と
と
も
に
、
母
校
の
発
展
を
支
援
し
て
、
皆

さ
ま
と
と
も
に
ワ
ン
チ
ー
ム
で
同
窓
会
活
動

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
会
報
の
分
冊
発
行
は
３
回
目
と
な
り
、
分

冊
に
し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
進
交
会
は
「
持
続
可
能
な

進
交
会
」
に
向
け
て
次
世
代
会
員
と
し
て
中

年
層
、
若
年
層
の
会
員
に
積
極
的
に
仲
間
入

り
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
急
務
で
す
。
母
校

愛
を
育
み
、
同
窓
会
で
あ
る
進
交
会
へ
の
理

解
と
関
心
を
抱
い
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期

待
し
ま
す
。

　
来
春
５
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
新
年
会
で

元
気
な
皆
さ
ま
と
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
健

康
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

温
か
な
ご
支
援
に
感
謝

横
浜
市
立
大
学
学
長
　
相
原 

道
子

　
日
頃
か
ら
横
浜
市
立
大
学
に
温
か
い
ご
支

援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
今
年
の
５
月

に
２
類
か
ら
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
残
っ
て
い
た
制
限
も
多
く
が
解
除

さ
れ
ま
し
た
。
11
月
の
浜
大
祭
も
コ
ロ
ナ
前

と
同
じ
形
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
本
学
で
は
、
２
０
２
８
年
に
迎
え
る
創
立

１
０
０
周
年
に
向
け
「
横
浜
市
立
大
学
の
歴

史
を
知
る
講
演
会
」
を
開
催
し
て
お
り
、
第

５
回
目
を
12
月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ご

関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
講
演
会
は
ア
ー
カ

イ
ブ
と
し
て
本
学
のW

eb

サ
イ
ト
で
公
開
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
創
立
１
０
０
周
年
は
、
長
き
に
わ
た
り
本

学
の
歴
史
を
紡
い
で
こ
ら
れ
た
皆
様
に
深
い

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
大

学
・
病
院
の
理
想
の
姿
を
追
求
し
、
さ
ら
に

次
の
１
０
０
年
に
向
か
う
た
め
の
大
切
な
節

目
で
す
。
本
学
で
は
、
現
在
、
世
界
に
羽
ば

た
く
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
や
新
た
な
研

究
創
生
、
豊
か
な
学
生
生
活
の
た
め
の
キ
ャ

ン
パ
ス
環
境
整
備
な
ど
を
目
指
し
た
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に

は
皆
様
の
お
力
添
え
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
本
学
の
取
組
み
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

「
Ｙ
Ｃ
Ｕ
１
０
０
募
金
」
に
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

大
学
・
学
生
・
地
域
の
元
気
に
役
立
つ

浜
大
会
を
め
ざ
し
て
！

浜
大
会
（
横
浜
市
大
同
窓
会
）
会
長
・

進
交
会
副
理
事
長
　
　
　
金
子 

延
康

　
先
の
横
浜
市

大
同
窓
会
総
会

２
０
２
３
に
お

い
て
、
横
浜
市

大
同
窓
会
の
通

称
を
「
浜
大
会
」

と
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
今
後
は
「
浜
大
会
」

の
名
を
積
極
的
に
使
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
「
あ
あ
浜
大
の
俊
英
わ
れ
ら
〜
♪
」

の
浜
大
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
「
浜
大
会
」
は
長
年
交
流
会
を
開
催
し
て

き
た
組
織
を
母
体
と
し
て
、
市
大
創
立
90
周

年
の
平
成
30
年
に
、
同
窓
会
の
役
割
充
実
の

た
め
、
進
交
会
の
も
と
に
再
編
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
三
年
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

同
窓
会
活
動
が
大
き
く
制
約
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
間
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
活

動
し
、
現
在
は
五
年
後
の
市
大
１
０
０
周
年

に
向
け
て
、
市
大
の
全
て
の
学
部
を
超
え
て

卒
業
生
が
連
携
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
11

月
４
日
（
土
）
に
は
八
景
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
、
同
窓
会
の
集
ま
り
（
浜
大
会
交
流

会
）
を
４
年
ぶ
り
に
開
催
予
定
で
す
、
詳
し

く
は
こ
の
会
報
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
「
浜
大
会
」
の
会
則
に
あ
る
３
つ
の
事

業
、
①
会
員
相
互
の
交
流
、
②
大
学
・
学
生

へ
の
支
援
、
③
地
球
・
地
域
の
持
続
的
発
展

（SD
Gs

）
へ
の
貢
献
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

経
験
を
プ
ラ
ス
に
活
か
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

も
併
用
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
大
卒
業
生
の
会
員
は
約
３
万
人
で
す

が
、
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
経
験
、
ノ
ウ

ハ
ウ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
お
持
ち
で
す
。
一

人
ひ
と
り
の
力
は
大
き
く
な
く
と
も
、
課
題

を
共
有
し
て
繋
が
れ
ば
大
き
な
力
に
な
り
、

難
し
い
課
題
を
も
解
決
で
き
、
貢
献
が
元
気

に
繋
が
り
ま
す
。
今
何
が
必
要
か
真
剣
に
考

え
、
自
分
は
何
が
で
き
る
か
真
剣
に
考
え

て
、
皆
で
連
携
し
て
一
歩
進
め
る
、
そ
の
た

め
の
ソ
フ
ト
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
同
窓
会
は

お
役
に
立
て
る
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
皆
様
の

思
い
の
実
践
と
し
て
、
こ
の
会
報
に
は
最
近

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
浜
大
会
」
は
、
会
員
が
繋
が
り
、
大

学
・
学
生
・
地
域
の
元
気
に
役
立
つ
同
窓
会

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
、
ぜ

ひ
、
楽
し
み
な
が
ら
繋
が
っ
て
、
ご
一
緒
に

一
歩
進
め
ま
し
ょ
う
！
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横
浜
市
立
大
学
病
院
１
５
０
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト俱

進
会
会
長
　
遠
山
　
愼
一

　
昨
年
の
10
月

１
日
（
土
）
金

沢
公
会
堂
で
横

浜
市
立
大
学
付

属
病
院
の
原
点

で
あ
る
早
矢
仕

有
的
医
師
が
１
８
７
１
年
に
開
設
し
た
仮
病

院
の
１
５
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
オ
ン
ラ

イ
ン
を
含
む
）
が
開
催
さ
れ
５
１
１
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
仮
病
院
設
立
１
５
０
周
年
は
２
０
２
２
年

10
月
に
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
発
祥
の
地
、

現
在
の
南
区
公
会
堂
で
挙
行
の
予
定
だ
っ
た

の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
場
所
と

な
っ
た
た
め
に
金
沢
公
会
堂
と
な
り
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
山
中
竹
春
横
浜
市
長
は
じ

め
５
名
の
来
賓
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
き
、
地
元

の
岐
阜
県
山
県
市
か
ら
は
、
早
矢
仕
有
的
顕

彰
会
会
長
大
野
泰
正
参
議
員
議
員
を
お
招
き

致
し
ま
し
た
。
式
典
の
第
２
部
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
１
５
０
周
年
に
感
謝
、
そ

し
て
横
浜
と
医
療
の
未
来
に
向
け
て
」
（
司

会
：
後
藤
隆
久
先
生
、
対
談
者
：
南
場
智
子

氏
、
中
内
啓
光
先
生
、
武
部
貴
則
先
生
）

は
、
短
時
間
で
し
た
が
、
医
学
部
の
あ
る
べ

き
将
来
、
医
療
の
将
来
の
示
唆
に
富
ん
だ
内

容
で
し
た
。
式
典
で
上
映
さ
れ
た
「
横
浜
市

立
大
学
付
属
２
病
院
・
医
学
部
の
歩
み
」
は

１
５
０
年
の
歴
史
が
手
際
よ
く
ま
と
め
ら
れ

て
お
り
、
今
後
多
く
の
機
会
で
利
用
で
き
る

秀
逸
の
出
来
栄
え
で
す
。
次
の
２
０
０
周
年

記
念
式
典
が
新
た
に
統
一
さ
れ
た
新
病
院
の

ヘ
ボ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
活
動
の
よ

り
一
層
の
充
実
を
目
指
し
て

「
看
護
」
交
流
会
会
長
　
前
澤
　
美
佳

　
横
浜
市
立
大

学
「
看
護
」
交

流
会
で
は
、
現

在
１
，
２
０
０

名
を
超
え
る
在

校
生
・
卒
業
生

の
皆
様
に
ご
加
入
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
昨

今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の

影
響
に
よ
り
、
大
人
数
で
の
集
会
等
が
開
催

で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
５
類
感

染
症
へ
の
移
行
な
ど
の
社
会
情
勢
を
鑑
み
、

今
年
度
は
本
格
的
に
活
動
を
再
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
在
学
生
を
対
象
に

海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
学
会
参
加
費
の

補
助
や
、
卒
業
生
に
就
職
活
動
や
国
家
試
験

対
策
等
の
相
談
が
で
き
る
集
会
の
開
催
等
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
部
講
師
を
招

聘
し
看
護
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
で
講
演
を
依

頼
す
る
「
講
演
会
」
に
つ
い
て
も
、
在
校
生
の

ニ
ー
ズ
も
調
査
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
卒
業
生
に
は
、
会
費

補
助
や
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
目
的
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
還

元
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
看
護
」
交
流
会
で
は
、
近
年
、
看
護
学

科
の
入
学
時
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
活

動
紹
介
等
の
広
報
活
動
に
よ
り
、
非
常
に
多

く
の
新
入
生
の
皆
様
に
ご
加
入
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
よ
り
一
層
、
会
員
の

皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
実
の
あ
る
活
動
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
進
交
会
賞
の
授
与

　
令
和
４
年
度
の
進
交
会
賞
は
、
令
和
５

年
３
月
16
日
に
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル
に
て
金

子
延
康
進
交
会
副
理
事
長
（
横
浜
市
大
同

窓
会
会
長
）
か
ら
各
学
部
代
表
に
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
　

国
際
総
合
科
学
部
　
川
口 

あ
ず
さ

国
際
教
養
学
部
　
菅
野 

有
紗

国
際
商
学
部
　
清
水 

未
海

理
学
部
　
寺
内 

佑
希

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
　
竹
之
下 

秀
男

医
学
部
医
学
科
　
渡
邉 

優
奈

医
学
部
看
護
学
科
　
藤
田 

光
音（

敬
称
略
）

お
め
で
と
う
！

メールアドレスと新住所を教えてください。
同窓会活動目的のために使わせていただきます。
ご登録をよろしくお願いします。

浜大会活動にご協力ください
（永年会費20,000円／年会費2,000円）

振 込 先：りそな銀行 横浜支店
普通預金：1218647
口座名義：横浜市立大学同窓会
◎進交会とは別枠です。
◎氏名、卒年、学部の記入をお願いします。

第73回 浜大祭
11月4・5日（土・日）
金沢八景キャンパス
90の学生団体が終結

浜大祭ホームカミングデー
4日（土）13:00～14:30＠第一講堂

相続・贈与の基礎知識
～相続、相続税対策、遺言書、遺贈のメリットなど～
講師：税理士・行政書士 浅木克眞氏（商昭52卒）

横市大同窓会（浜大会）大交流会
八景キャンパス・シーガルホール
11月4日（土）15:00～17:00

（受付14：30）
美味しいお食事（飲み放題付）

学生・OB/OGによるアトラクション
会費6,000円

お申込み✉ ycureunion@gmail.com
☎ 045-681-6575（進交会事務局）
090-2409-8210（事務局 西尾）

申込締切：10月25日（水）

横浜市大の
歴史を知る
講演会

進　交　会　報 第89号
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ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
を
考
え
る

―
『
日
本
の
東
ア
ジ
ア
投
資

１
０
０
年
史
』刊
行
に
寄
せ
て―

金
子
　
文
夫
（
横
浜
市
立
大
学
名
誉
教
授
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
、
会
員

の
皆
様
は
本
当
に
大
変
な
毎
日
を
お
過
ご

し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
私
は
２
０
２
２
年
３
月
、
横
浜
市
立
大

学
学
術
研
究
会
の
助
成
を
得
て
、
『
日
本

の
東
ア
ジ
ア
投
資
１
０
０
年
史
』
（
春
風

社
）
を
刊
行
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
研
究
成

果
に
新
た
な
知
見
を
加
え
て
ま
と
め
た
も

の
で
、
統
計
整
理
を
中
心
と
し
た
歴
史
研

究
で
あ
り
、
戦
前
３
章
、
戦
後
３
章
、
計

６
章
の
構
成
と
し
た
。

　
本
書
を
支
え
て
い
る
現
代
的
問
題
意
識

は
次
の
３
点
に
要
約
で
き
る
。
第
一
に
、

過
去
東
ア
ジ
ア
で
日
本
が
有
し
て
い
た
主

導
的
地
位
は
、
現
在
、
中
国
に
と
っ
て
代

わ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
第
二
に
、
日

本
の
対
外
投
資
が
日
本
経
済
に
も
つ
意
義

は
近
年
転
換
期
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

第
三
に
、
対
外
投
資
に
お
け
る
国
家
の
役

割
は
戦
前
と
戦
後
で
は
異
な
る
が
、
そ
こ

に
共
通
点
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
以

下
、
本
書
の
紹
介
を
兼
ね
つ
つ
、
３
点
の

内
容
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

東
ア
ジ
ア
経
済
圏
に
お
け
る
日
本
と
中
国

　
東
ア
ジ
ア
の
範
囲
は
日
本
、
朝
鮮
（
韓

国
）
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
と
す
る

が
、
こ
の
経
済
圏
に
つ
い
て
特
に
日
本
と

中
国
の
地
位
に
焦
点
を
定
め
て
長
期
の
文

脈
で
捉
え
る
と
、
次
の
５
期
区
分
が
成
り

立
つ
。

　
第
１
期
は
19
世
紀
前
半
ま
で
。
中
国
は

清
朝
の
時
代
に
帝
国
の
版
図
を
最
大
化
、

東
ア
ジ
ア
に
朝
貢
・
冊
封
体
制
と
い
う
広

域
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
た
。
日
本
は
鎖
国

時
代
で
あ
り
、
長
崎
を
通
じ
た
貿
易
が

あ
っ
た
が
、
中
国
へ
の
朝
貢
は
行
っ
て
い

な
か
っ
た
。

　
第
２
期
は
19
世
紀
後
半
、
ア
ヘ
ン
戦
争

か
ら
日
清
戦
争
ま
で
。
欧
米
列
強
の
圧
力

に
よ
っ
て
、
朝
貢
・
冊
封
体
制
は
解
体
過

程
に
入
り
、
日
本
は
不
平
等
条
約
で
開
国

し
、
東
南
ア
ジ
ア
は
植
民
地
化
さ
れ
た
。

日
中
関
係
は
条
約
上
対
等
に
な
っ
た
（
１

８
７
１
年
日
清
修
好
条
規
）
。

　
第
３
期
は
20
世
紀
前
半
、
日
清
戦
争
か

ら
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
ま
で
、
本
書
の
第

１
〜
３
章
の
時
期
。

　
日
本
は
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
、
第
一
次

大
戦
、
満
州
事
変
、
日
中
全
面
戦
争
、
太
平

洋
戦
争
と
続
く
戦
争
に
よ
り
植
民
地
・
勢

力
圏
を
拡
大
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
を
形

成
。
そ
こ
に
投
資
を
集
中
し
て
イ
ン
フ
ラ
を

造
成
し
、
資
源
を
収
奪
し
た
。
中
国
は
半

植
民
地
状
態
に
陥
り
、
東
ア
ジ
ア
経
済
圏

で
は
日
本
の
主
導
的
地
位
が
確
立
し
た
。

　
第
４
期
は
20
世
紀
後
半
、
第
二
次
大
戦

の
終
結
、
戦
後
冷
戦
構
造
の
形
成
か
ら
解

体
ま
で
、
本
書
第
４
〜
５
章
の
時
期
。
日

本
は
戦
後
復
興
・
高
度
成
長
を
達
成
し
、

世
界
第
２
位
の
経
済
大
国
に
な
っ
た
。
東

ア
ジ
ア
の
植
民
地
は
独
立
し
て
経
済
建
設

を
進
め
、
そ
れ
に
対
し
て
日
本
は
Ｏ
Ｄ

Ａ
・
直
接
投
資
・
貿
易
の
三
位
一
体
の
方

式
で
影
響
力
を
行
使
し
、
主
導
的
地
位
を

再
び
獲
得
し
た
。
中
国
は
社
会
主
義
体
制

の
も
と
で
封
じ
込
め
ら
れ
、
そ
の
後
改
革

開
放
に
転
じ
た
が
、
経
済
力
は
低
水
準
に

あ
っ
た
。

　
第
５
期
は
20
世
紀
末
か
ら
現
在
ま
で
、

本
書
の
第
６
章
の
時
期
。
冷
戦
終
結
後
、

日
本
経
済
の
低
迷
と
対
照
的
に
中
国
は
高

成
長
を
続
け
、
２
０
１
０
年
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で

日
本
を
追
い
抜
い
た
。
韓
国
・
台
湾
・
東
南

ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
も
著
し
か
っ
た
が
、

そ
の
な
か
で
貿
易
で
は
中
国
が
主
導
的
地

位
を
獲
得
（
図
表
１
）
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
・
直
接
投

資
で
は
な
お
日
本
優
位
だ
が
、
中
国
も
そ

の
増
強
を
図
っ
て
お
り
、
中
国
が
日
本
か

ら
主
導
権
を
奪
取
す
る
過
程
に
あ
る
。

対
外
投
資
が
日
本
経
済
に
有
す
る
意
義

　
戦
前
の
対
外
投
資
は
東
ア
ジ
ア
に
集
中

し
て
い
た
。
１
９
３
６
年
時
点
で
の
投
資

累
積
額
の
地
域
別
比
率
は
、
満
州
40
％
、

朝
鮮
23
％
、
中
国
本
土
18
％
、
台
湾
６

％
、
そ
の
他
13
％
（
主
に
東
南
ア
ジ
ア
）

で
あ
り
、
欧
米
等
へ
の
投
資
は
僅
少
だ
っ

た
。

　
対
外
投
資
の
内
容
は
、
国
家
資
本
に
よ

る
鉄
道
建
設
（
満
鉄
、
台
湾
・
朝
鮮
鉄

道
）
、
対
中
国
政
府
借
款
、
財
閥
資
本
に

よ
る
商
工
業
・
鉱
業
投
資
、
そ
れ
に
加
え

て
中
国
本
土
の
紡
績
業
、
台
湾
の
製
糖

業
、
朝
鮮
の
化
学
・
電
力
な
ど
地
域
特
性

に
応
じ
た
大
規
模
投
資
が
あ
り
、
さ
ら
に

そ
の
周
辺
に
中
小
規
模
の
商
工
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
投
資
が
広
が
り
、
こ
れ
は
移
民
の

増
加
に
対
応
し
て
い
た
。

　
戦
後
の
対
外
投
資
は
証
券
投
資
、
借
款

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
商
業
借
款
）
、
直
接
投
資
等

へ
と
多
角
化
し
た
。
中
核
を
な
す
直
接
投

資
も
地
域
・
部
門
と
も
に
多
様
化
し
、
投

資
残
高
の
地
域
別
構
成
は
北
米
30
％
、
欧

州
29
％
、
ア
ジ
ア
28
％
、
そ
の
他
13
％
と

な
っ
た
（
２
０
１
９
年
）
。

　
対
外
投
資
が
日
本
経
済
に
有
す
る
意
義

は
、
戦
前
は
鉱
業
資
源
・
農
産
物
獲
得
が

主
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
開

発
投
資
が
あ
っ
た
。
戦
後
は
、
そ
れ
に
加

え
て
投
資
先
の
労
働
力
利
用
、
市
場
確
保

の
意
義
が
加
わ
っ
た
。
共
通
す
る
の
は
、

対
外
投
資
と
貿
易
が
並
行
し
て
増
大
し
た

点
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
21
世
紀
に
入
り
、
対
外
投

資
と
貿
易
、
そ
し
て
国
内
経
済
と
の
乖
離

が
生
じ
つ
つ
あ
る
。
輸
出
総
額
は
２
０
０

７
年
の
84
兆
円
を
ピ
ー
ク
に
し
て
、
以
後

は
減
少
、
低
迷
を
続
け
た
。
一
方
直
接
投

資
残
高
は
２
０
０
９
年
68
兆
円
か
ら
２
０

２
２
年
２
７
５
兆
円
へ
と
４
倍
以
上
に
増

大
し
た
。
こ
の
変
化
は
製
造
業
の
海
外
移

転
、
産
業
空
洞
化
の
結
果
と
い
え
る
。
国

内
の
製
造
業
従
業
者
数
は
１
９
９
０
年
か

ら
２
０
２
０
年
の
間
に
３
割
減
少
し
、
対

照
的
に
海
外
の
従
業
者
数
は
３
倍
以
上
に

増
大
し
た
。

　
こ
の
変
動
は
日
本
の
国
際
収
支
構
造
の

転
換
を
も
た
ら
し
た
。
経
常
収
支
黒
字
は

長
い
間
、
貿
易
収
支
黒
字
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
き
た
が
、
現
在
は
輸
出
の
伸
び
悩

み
に
よ
っ
て
貿
易
は
赤
字
基
調
に
転
換
し

て
い
る
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
対
外
直
接
投

資
、
証
券
投
資
の
収
益
還
流
に
よ
り
第
一

次
所
得
収
支
の
黒
字
幅
が
拡
大
し
、
経
常

収
支
黒
字
を
支
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今

や
日
本
は
「
貿
易
立
国
」
か
ら
「
投
資
立

国
」
に
転
換
し
た
（
図
表
２
）
。

国
家
の
役
割
の
戦
前
と
戦
後

　
戦
前
日
本
の
東
ア
ジ
ア
投
資
で
は
国
家

の
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
。
第
一

に
、
植
民
地
・
勢
力
圏
の
獲
得
を
前
提
に

投
資
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
第
二
に
、
投

資
の
実
体
と
し
て
も
国
家
（
政
府
資
金
）

の
役
割
が
大
き
か
っ
た
。
台
湾
・
朝
鮮
の

鉄
道
事
業
は
総
督
府
の
直
営
で
あ
り
、
対

中
国
政
府
借
款
は
日
本
興
業
銀
行
・
横
浜

正
金
銀
行
等
の
特
殊
銀
行
が
担
い
手
と
な

り
、
原
資
の
一
部
は
大
蔵
省
預
金
部
資
金

だ
っ
た
。
な
か
で
も
、
半
官
半
民
の
開
発

投
資
企
業
が
各
地
域
に
設
立
さ
れ
た
意
義

は
大
き
い
。
こ
れ
は
そ
れ
自
体
が
事
業
体

で
あ
る
と
同
時
に
、
民
間
資
本
導
入
を
媒

介
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。

　
戦
後
の
対
外
投
資
は
民
間
資
本
中
心
に

推
進
さ
れ
た
が
、
国
家
の
役
割
が
な
く

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
に
、
日
本

輸
出
入
銀
行
（
現
在
は
国
際
協
力
銀

行
）
、
海
外
経
済
協
力
基
金
（
現
在
は
国

際
協
力
機
構
）
と
い
っ
た
政
府
出
資
の
特

殊
法
人
が
民
間
投
資
を
支
え
た
。
第
二

に
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
円
借
款
等
）
が
、
戦
後
賠

償
を
起
点
に
ア
ジ
ア
に
集
中
的
に
投
入
さ

れ
た
。
こ
れ
は
経
済
イ
ン
フ
ラ
、
社
会

イ
ン
フ
ラ
建
設
に
重
点
的
に
あ
て
ら
れ
、

民
間
資
本
の
進
出
の
基
盤
を
整
備
し
た
。

　
戦
前
と
戦
後
で
は
、
国
際
環
境
が
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
戦
前
の
よ
う
な

国
家
資
本
系
企
業
が
海
外
に
設
立
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
代
わ
り
に
円
借
款

が
相
手
国
政
府
に
供
与
さ
れ
、
イ
ン
フ
ラ

建
設
と
い
う
共
通
の
機
能
を
発
揮
し
た
。

戦
前
は
軍
事
色
が
濃
厚
だ
っ
た
が
、
戦
後

は
「
平
和
国
家
」
と
し
て
経
済
主
義
に
徹

し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
み
る
と
軍

事
的
色
彩
が
入
っ
て
く
る
兆
候
が
あ
る
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
理
念
を
明
文
化
し
た
「
政
府
開

発
援
助
大
綱
」
（
１
９
９
２
年
策
定
、
２

０
１
５
年
に
「
開
発
協
力
大
綱
」
に
名
称

変
更
）
を
み
る
と
、
平
和
主
義
の
基
調
が

明
確
で
あ
り
、
軍
事
的
援
助
は
否
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
近
年
は
国
家
安

全
保
障
戦
略
と
の
関
連
が
強
調
さ
れ
、
例

外
的
に
相
手
国
軍
部
へ
の
供
与
も
可
能
と

な
っ
て
き
た
。
そ
の
延
長
上
に
、
Ｏ
Ｄ
Ａ

と
は
別
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
Ｏ
Ｓ
Ａ
（
政
府
安

保
援
助
）
が
登
場
し
、
無
償
の
軍
事
援
助

へ
の
道
が
開
か
れ
つ
つ
あ
る
点
に
は
注
意

を
要
す
る
。

　
以
上
、
３
点
に
渡
っ
て
本
書
の
背
後
に

あ
る
問
題
意
識
を
述
べ
て
き
た
。
全
体
を

ま
と
め
る
と
、
①
東
ア
ジ
ア
経
済
圏
の
主

導
権
が
日
本
か
ら
中
国
に
移
行
し
つ
つ
あ

る
、
②
日
本
の
対
外
投
資
が
貿
易
と
並
行

し
て
拡
大
す
る
時
代
か
ら
、
乖
離
す
る
時

代
へ
と
転
じ
て
い
る
、
③
国
家
資
本
の
役

割
は
イ
ン
フ
ラ
建
設
の
点
で
戦
前
・
戦
後

は
共
通
す
る
一
方
、
戦
前
は
軍
事
的
、
戦

後
は
平
和
主
義
と
い
う
明
白
な
違
い
が

あ
っ
た
が
、
最
近
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
は
安
全
保

障
の
観
点
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
現
代
は
ま
さ
に
大
き
な

時
代
の
転
換
期
に
あ
る
と
い
え
る
。

アジアのなかの日本を考える
『日本の東アジア投資100年
史』

株式会社 神奈川県横浜市泉区新橋町1212
TEL：045-811-1302　FAX：045-812-1001
（Y校　昭和41年卒）

フローズン事業部
アイスクリーム・冷凍食品の卸売

スーパーマーケット事業部
スーパー生鮮館TAIGAの運営

“ I  Care Everybody Company ”   
あらゆる人々に慈しみの心をもって

接する企業でありたい

進　交　会　報 第89号

出所：財務省

（単位：％）
図表１ 最近の東アジア貿易圏における
　　　 日本と中国の位置

1980

日本 輸出

輸入

輸出

輸入

輸出

輸入

輸出

輸入

中国

2000 2019

47.9

44.5

6.7

7.0

25.4

24.7

52.8

39.5

28.9

25.1

15.1

15.7

39.6

42.1

47.4

64.9

13.1

14.1

46.3

39.3

46.2

45.9

26.8

30.0

東アジアの
貿易全体に
占める日中
両国の割合

日本

中国

日中両国の
対東アジア
貿易依存度

出所：財務省
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ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
を
考
え
る

―

『
日
本
の
東
ア
ジ
ア
投
資

１
０
０
年
史
』刊
行
に
寄
せ
て―

金
子
　
文
夫
（
横
浜
市
立
大
学
名
誉
教
授
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
、
会
員

の
皆
様
は
本
当
に
大
変
な
毎
日
を
お
過
ご

し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
私
は
２
０
２
２
年
３
月
、
横
浜
市
立
大

学
学
術
研
究
会
の
助
成
を
得
て
、
『
日
本

の
東
ア
ジ
ア
投
資
１
０
０
年
史
』
（
春
風

社
）
を
刊
行
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
研
究
成

果
に
新
た
な
知
見
を
加
え
て
ま
と
め
た
も

の
で
、
統
計
整
理
を
中
心
と
し
た
歴
史
研

究
で
あ
り
、
戦
前
３
章
、
戦
後
３
章
、
計

６
章
の
構
成
と
し
た
。

　
本
書
を
支
え
て
い
る
現
代
的
問
題
意
識

は
次
の
３
点
に
要
約
で
き
る
。
第
一
に
、

過
去
東
ア
ジ
ア
で
日
本
が
有
し
て
い
た
主

導
的
地
位
は
、
現
在
、
中
国
に
と
っ
て
代

わ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
第
二
に
、
日

本
の
対
外
投
資
が
日
本
経
済
に
も
つ
意
義

は
近
年
転
換
期
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

第
三
に
、
対
外
投
資
に
お
け
る
国
家
の
役

割
は
戦
前
と
戦
後
で
は
異
な
る
が
、
そ
こ

に
共
通
点
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
以

下
、
本
書
の
紹
介
を
兼
ね
つ
つ
、
３
点
の

内
容
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

東
ア
ジ
ア
経
済
圏
に
お
け
る
日
本
と
中
国

　
東
ア
ジ
ア
の
範
囲
は
日
本
、
朝
鮮
（
韓

国
）
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
と
す
る

が
、
こ
の
経
済
圏
に
つ
い
て
特
に
日
本
と

中
国
の
地
位
に
焦
点
を
定
め
て
長
期
の
文

脈
で
捉
え
る
と
、
次
の
５
期
区
分
が
成
り

立
つ
。

　
第
１
期
は
19
世
紀
前
半
ま
で
。
中
国
は

清
朝
の
時
代
に
帝
国
の
版
図
を
最
大
化
、

東
ア
ジ
ア
に
朝
貢
・
冊
封
体
制
と
い
う
広

域
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
た
。
日
本
は
鎖
国

時
代
で
あ
り
、
長
崎
を
通
じ
た
貿
易
が

あ
っ
た
が
、
中
国
へ
の
朝
貢
は
行
っ
て
い

な
か
っ
た
。

　
第
２
期
は
19
世
紀
後
半
、
ア
ヘ
ン
戦
争

か
ら
日
清
戦
争
ま
で
。
欧
米
列
強
の
圧
力

に
よ
っ
て
、
朝
貢
・
冊
封
体
制
は
解
体
過

程
に
入
り
、
日
本
は
不
平
等
条
約
で
開
国

し
、
東
南
ア
ジ
ア
は
植
民
地
化
さ
れ
た
。

日
中
関
係
は
条
約
上
対
等
に
な
っ
た
（
１

８
７
１
年
日
清
修
好
条
規
）
。

　
第
３
期
は
20
世
紀
前
半
、
日
清
戦
争
か

ら
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
ま
で
、
本
書
の
第

１
〜
３
章
の
時
期
。

　
日
本
は
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
、
第
一
次

大
戦
、
満
州
事
変
、
日
中
全
面
戦
争
、
太
平

洋
戦
争
と
続
く
戦
争
に
よ
り
植
民
地
・
勢

力
圏
を
拡
大
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
を
形

成
。
そ
こ
に
投
資
を
集
中
し
て
イ
ン
フ
ラ
を

造
成
し
、
資
源
を
収
奪
し
た
。
中
国
は
半

植
民
地
状
態
に
陥
り
、
東
ア
ジ
ア
経
済
圏

で
は
日
本
の
主
導
的
地
位
が
確
立
し
た
。

　
第
４
期
は
20
世
紀
後
半
、
第
二
次
大
戦

の
終
結
、
戦
後
冷
戦
構
造
の
形
成
か
ら
解

体
ま
で
、
本
書
第
４
〜
５
章
の
時
期
。
日

本
は
戦
後
復
興
・
高
度
成
長
を
達
成
し
、

世
界
第
２
位
の
経
済
大
国
に
な
っ
た
。
東

ア
ジ
ア
の
植
民
地
は
独
立
し
て
経
済
建
設

を
進
め
、
そ
れ
に
対
し
て
日
本
は
Ｏ
Ｄ

Ａ
・
直
接
投
資
・
貿
易
の
三
位
一
体
の
方

式
で
影
響
力
を
行
使
し
、
主
導
的
地
位
を

再
び
獲
得
し
た
。
中
国
は
社
会
主
義
体
制

の
も
と
で
封
じ
込
め
ら
れ
、
そ
の
後
改
革

開
放
に
転
じ
た
が
、
経
済
力
は
低
水
準
に

あ
っ
た
。

　
第
５
期
は
20
世
紀
末
か
ら
現
在
ま
で
、

本
書
の
第
６
章
の
時
期
。
冷
戦
終
結
後
、

日
本
経
済
の
低
迷
と
対
照
的
に
中
国
は
高

成
長
を
続
け
、
２
０
１
０
年
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で

日
本
を
追
い
抜
い
た
。
韓
国
・
台
湾
・
東
南

ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
も
著
し
か
っ
た
が
、

そ
の
な
か
で
貿
易
で
は
中
国
が
主
導
的
地

位
を
獲
得
（
図
表
１
）
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
・
直
接
投

資
で
は
な
お
日
本
優
位
だ
が
、
中
国
も
そ

の
増
強
を
図
っ
て
お
り
、
中
国
が
日
本
か

ら
主
導
権
を
奪
取
す
る
過
程
に
あ
る
。

対
外
投
資
が
日
本
経
済
に
有
す
る
意
義

　
戦
前
の
対
外
投
資
は
東
ア
ジ
ア
に
集
中

し
て
い
た
。
１
９
３
６
年
時
点
で
の
投
資

累
積
額
の
地
域
別
比
率
は
、
満
州
40
％
、

朝
鮮
23
％
、
中
国
本
土
18
％
、
台
湾
６

％
、
そ
の
他
13
％
（
主
に
東
南
ア
ジ
ア
）

で
あ
り
、
欧
米
等
へ
の
投
資
は
僅
少
だ
っ

た
。

　
対
外
投
資
の
内
容
は
、
国
家
資
本
に
よ

る
鉄
道
建
設
（
満
鉄
、
台
湾
・
朝
鮮
鉄

道
）
、
対
中
国
政
府
借
款
、
財
閥
資
本
に

よ
る
商
工
業
・
鉱
業
投
資
、
そ
れ
に
加
え

て
中
国
本
土
の
紡
績
業
、
台
湾
の
製
糖

業
、
朝
鮮
の
化
学
・
電
力
な
ど
地
域
特
性

に
応
じ
た
大
規
模
投
資
が
あ
り
、
さ
ら
に

そ
の
周
辺
に
中
小
規
模
の
商
工
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
投
資
が
広
が
り
、
こ
れ
は
移
民
の

増
加
に
対
応
し
て
い
た
。

　
戦
後
の
対
外
投
資
は
証
券
投
資
、
借
款

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
商
業
借
款
）
、
直
接
投
資
等

へ
と
多
角
化
し
た
。
中
核
を
な
す
直
接
投

資
も
地
域
・
部
門
と
も
に
多
様
化
し
、
投

資
残
高
の
地
域
別
構
成
は
北
米
30
％
、
欧

州
29
％
、
ア
ジ
ア
28
％
、
そ
の
他
13
％
と

な
っ
た
（
２
０
１
９
年
）
。

　
対
外
投
資
が
日
本
経
済
に
有
す
る
意
義

は
、
戦
前
は
鉱
業
資
源
・
農
産
物
獲
得
が

主
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
開

発
投
資
が
あ
っ
た
。
戦
後
は
、
そ
れ
に
加

え
て
投
資
先
の
労
働
力
利
用
、
市
場
確
保

の
意
義
が
加
わ
っ
た
。
共
通
す
る
の
は
、

対
外
投
資
と
貿
易
が
並
行
し
て
増
大
し
た

点
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
21
世
紀
に
入
り
、
対
外
投

資
と
貿
易
、
そ
し
て
国
内
経
済
と
の
乖
離

が
生
じ
つ
つ
あ
る
。
輸
出
総
額
は
２
０
０

７
年
の
84
兆
円
を
ピ
ー
ク
に
し
て
、
以
後

は
減
少
、
低
迷
を
続
け
た
。
一
方
直
接
投

資
残
高
は
２
０
０
９
年
68
兆
円
か
ら
２
０

２
２
年
２
７
５
兆
円
へ
と
４
倍
以
上
に
増

大
し
た
。
こ
の
変
化
は
製
造
業
の
海
外
移

転
、
産
業
空
洞
化
の
結
果
と
い
え
る
。
国

内
の
製
造
業
従
業
者
数
は
１
９
９
０
年
か

ら
２
０
２
０
年
の
間
に
３
割
減
少
し
、
対

照
的
に
海
外
の
従
業
者
数
は
３
倍
以
上
に

増
大
し
た
。

　
こ
の
変
動
は
日
本
の
国
際
収
支
構
造
の

転
換
を
も
た
ら
し
た
。
経
常
収
支
黒
字
は

長
い
間
、
貿
易
収
支
黒
字
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
き
た
が
、
現
在
は
輸
出
の
伸
び
悩

み
に
よ
っ
て
貿
易
は
赤
字
基
調
に
転
換
し

て
い
る
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
対
外
直
接
投

資
、
証
券
投
資
の
収
益
還
流
に
よ
り
第
一

次
所
得
収
支
の
黒
字
幅
が
拡
大
し
、
経
常

収
支
黒
字
を
支
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今

や
日
本
は
「
貿
易
立
国
」
か
ら
「
投
資
立

国
」
に
転
換
し
た
（
図
表
２
）
。

国
家
の
役
割
の
戦
前
と
戦
後

　
戦
前
日
本
の
東
ア
ジ
ア
投
資
で
は
国
家

の
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
。
第
一

に
、
植
民
地
・
勢
力
圏
の
獲
得
を
前
提
に

投
資
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
第
二
に
、
投

資
の
実
体
と
し
て
も
国
家
（
政
府
資
金
）

の
役
割
が
大
き
か
っ
た
。
台
湾
・
朝
鮮
の

鉄
道
事
業
は
総
督
府
の
直
営
で
あ
り
、
対

中
国
政
府
借
款
は
日
本
興
業
銀
行
・
横
浜

正
金
銀
行
等
の
特
殊
銀
行
が
担
い
手
と
な

り
、
原
資
の
一
部
は
大
蔵
省
預
金
部
資
金

だ
っ
た
。
な
か
で
も
、
半
官
半
民
の
開
発

投
資
企
業
が
各
地
域
に
設
立
さ
れ
た
意
義

は
大
き
い
。
こ
れ
は
そ
れ
自
体
が
事
業
体

で
あ
る
と
同
時
に
、
民
間
資
本
導
入
を
媒

介
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。

　
戦
後
の
対
外
投
資
は
民
間
資
本
中
心
に

推
進
さ
れ
た
が
、
国
家
の
役
割
が
な
く

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
に
、
日
本

輸
出
入
銀
行
（
現
在
は
国
際
協
力
銀

行
）
、
海
外
経
済
協
力
基
金
（
現
在
は
国

際
協
力
機
構
）
と
い
っ
た
政
府
出
資
の
特

殊
法
人
が
民
間
投
資
を
支
え
た
。
第
二

に
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
円
借
款
等
）
が
、
戦
後
賠

償
を
起
点
に
ア
ジ
ア
に
集
中
的
に
投
入
さ

れ
た
。
こ
れ
は
経
済
イ
ン
フ
ラ
、
社
会

イ
ン
フ
ラ
建
設
に
重
点
的
に
あ
て
ら
れ
、

民
間
資
本
の
進
出
の
基
盤
を
整
備
し
た
。

　
戦
前
と
戦
後
で
は
、
国
際
環
境
が
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
戦
前
の
よ
う
な

国
家
資
本
系
企
業
が
海
外
に
設
立
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
代
わ
り
に
円
借
款

が
相
手
国
政
府
に
供
与
さ
れ
、
イ
ン
フ
ラ

建
設
と
い
う
共
通
の
機
能
を
発
揮
し
た
。

戦
前
は
軍
事
色
が
濃
厚
だ
っ
た
が
、
戦
後

は
「
平
和
国
家
」
と
し
て
経
済
主
義
に
徹

し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
み
る
と
軍

事
的
色
彩
が
入
っ
て
く
る
兆
候
が
あ
る
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
理
念
を
明
文
化
し
た
「
政
府
開

発
援
助
大
綱
」
（
１
９
９
２
年
策
定
、
２

０
１
５
年
に
「
開
発
協
力
大
綱
」
に
名
称

変
更
）
を
み
る
と
、
平
和
主
義
の
基
調
が

明
確
で
あ
り
、
軍
事
的
援
助
は
否
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
近
年
は
国
家
安

全
保
障
戦
略
と
の
関
連
が
強
調
さ
れ
、
例

外
的
に
相
手
国
軍
部
へ
の
供
与
も
可
能
と

な
っ
て
き
た
。
そ
の
延
長
上
に
、
Ｏ
Ｄ
Ａ

と
は
別
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
Ｏ
Ｓ
Ａ
（
政
府
安

保
援
助
）
が
登
場
し
、
無
償
の
軍
事
援
助

へ
の
道
が
開
か
れ
つ
つ
あ
る
点
に
は
注
意

を
要
す
る
。

　
以
上
、
３
点
に
渡
っ
て
本
書
の
背
後
に

あ
る
問
題
意
識
を
述
べ
て
き
た
。
全
体
を

ま
と
め
る
と
、
①
東
ア
ジ
ア
経
済
圏
の
主

導
権
が
日
本
か
ら
中
国
に
移
行
し
つ
つ
あ

る
、
②
日
本
の
対
外
投
資
が
貿
易
と
並
行

し
て
拡
大
す
る
時
代
か
ら
、
乖
離
す
る
時

代
へ
と
転
じ
て
い
る
、
③
国
家
資
本
の
役

割
は
イ
ン
フ
ラ
建
設
の
点
で
戦
前
・
戦
後

は
共
通
す
る
一
方
、
戦
前
は
軍
事
的
、
戦

後
は
平
和
主
義
と
い
う
明
白
な
違
い
が

あ
っ
た
が
、
最
近
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
は
安
全
保

障
の
観
点
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
現
代
は
ま
さ
に
大
き
な

時
代
の
転
換
期
に
あ
る
と
い
え
る
。

アジアのなかの日本を考える
『日本の東アジア投資100年
史』

株式会社 神奈川県横浜市泉区新橋町1212
TEL：045-811-1302　FAX：045-812-1001
（Y校　昭和41年卒）

フローズン事業部
アイスクリーム・冷凍食品の卸売

スーパーマーケット事業部
スーパー生鮮館TAIGAの運営

“ I  Care Everybody Company ”   
あらゆる人々に慈しみの心をもって

接する企業でありたい

進　交　会　報 第89号

出所：財務省

（単位：％）
図表１ 最近の東アジア貿易圏における
　　　 日本と中国の位置

1980

日本 輸出

輸入

輸出

輸入

輸出

輸入

輸出

輸入

中国

2000 2019

47.9

44.5

6.7

7.0

25.4

24.7

52.8

39.5

28.9

25.1

15.1

15.7

39.6

42.1

47.4

64.9

13.1

14.1

46.3

39.3

46.2

45.9

26.8

30.0

東アジアの
貿易全体に
占める日中
両国の割合

日本

中国

日中両国の
対東アジア
貿易依存度

出所：財務省
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３
月
11
日
、
み
な
と
み
ら
い
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
会
場
＆
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

横
浜
市
大
同
窓
会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
12
年
後
の
14
時
46
分
、
女
川
の
若
者
た

ち
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
黙
祷
を
し
ま

し
た
。

【
キ
ー
ノ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ・モ
デ
レ
ー
タ
ー
】

森
田
明
彦
氏
：
（
株
）
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
研
究
所 
代
表
取
締
役
、

元
（
財
）
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
広
報
室

長
、
尚
絅
学
院
大
名
誉
教
授
。
主
な
著
書

『
世
界
人
権
論
序
説
』
（
藤
原
書
店
、
２

０
１
７
）

基
調
講
演
「
子
ど
も
は
ど
こ
か
ら
来
て
、

ど
こ
へ
向
か
う
の
か
？
」

　
１
９
２
３
年
に
子
ど
も
の
権
利
条
約
採

択
に
重
要
な
貢
献
を
し
た
西
洋
や
東
洋
の

人
々
が
20
世
紀
初
頭
の
帝
国
主
義
華
や
か

な
り
し
頃
か
ら
子
ど
も
の
権
利
を
通
じ
て

非
常
に
深
い
繋
が
り
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
仮
説
を
も
と
に
、
子
ど
も
が
意

見
を
表
明
す
る
権
利
は
昔
か
ら
唱
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
「
子
ど
も
は
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ

向
か
う
の
か
？
」
の
答
え
は
、
「
地
域
社

会
は
、
ロ
ー
カ
ル
に
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

も
開
か
れ
、
繋
が
っ
て
い
く
力
を
持
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
子
ど
も
に
は
、
ロ
ー
カ

ル
に
も
グ
ロ
ー
バ
ル
に
も
開
い
て
い
く
力

が
あ
る
。
」
「
子
ど
も
は
地
域
社
会
か
ら

来
て
、
地
域
社
会
に
向
か
う
。
子
ど
も
は

地
域
社
会
を
必
要
と
し
、
地
域
社
会
は
子

〈7〉令和5年10月

ど
も
を
必
要
と
す
る
。
大
人
は
、
子
ど
も

が
成
長
で
き
る
地
域
社
会
に
す
る
た
め

に
、
主
体
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
も
の
で
し
た
。

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】
（
写
真
右
か
ら
）

◆
丸
山
真
澄
（
文
理
２
０
０
２
年
卒
）

◆
光
山
瑞
穂
（
医
学
部
医
学
科
６
年
）

　one by O
N
E 

代
表◆

前
田
憲
人
（
医
学

部
医
学
科
６
年
）

　one by O
N
E 

代

表
　
２
０
２
２
年
度

Student A
w
ard

を
受
賞

◆
橋
本
み
な
み
（
国

際
教
養
学
部
２

年
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
ニ

シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス

理
事
（
Ｐ.

11
参

照
）

◆
森
田
明
彦

（
敬
称
略
、
学
年
・
役
職

等
は
２
０
２
３
年
３
月

時
点
の
も
の
で
す
）

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

　
「
女
川
１
０
０
０
年
の
命
を
守
る
会
」

　
東
日
本
大
震
災
当
時
、
石
巻
市
立
桃
生

中
学
３
年
生
だ
っ
た
若
者
４
人

　
震
災
後
、
町
内
に
い
の
ち
の
石
碑
（
21

基
）
を
自
分
た
ち
の
力
で
建
立
。
命
を

守
る
活
動
は
後
輩
が
継
承
。

☆
そ
の
後
、
「
子
ど
も
の
参
画
」
活
動
に

共
感
し
た
現
桃
生
中
学
３
年
生
４
人
が

４
月
26
日
に
横
市
大
を
訪
問
。

そ
の
子
ら
し
い
笑
顔
の
た
め
に

　
　one by O
N
E

現
代
表

　
中
道 

陽
菜
（
医
学
部
看
護
科
３
年
）

　one by O
N
E

で
は
、
入
院
中
の
子
ど
も

た
ち
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
家
庭
教
師
と
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
団
体
設
立
の

メ
ン
バ
ー
が
卒
業
し
て4

月
か
ら
学
生
の

代
表
が
引
継
ぎ
と
な
り
ま
し
た
が
、
「
気

に
か
け
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
感
じ
て
ほ

し
い
」
「
制
限
の
あ
る
中
で
も
少
し
で
も

楽
し
く
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
設
立

か
ら
の
想
い
を
大
切
に
今
年
度
も
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
「
で
き
た
！
」
と
い
う
自
信
か
ら
あ
ふ

れ
る
笑
顔
や
「
こ
の
時
間
だ
け
は
楽
し
く

て
頑
張
れ
る
」
「
イ
ベ
ン
ト
の
記
念
品
を

飾
っ
て
治
療
を
頑
張
り
ま
す
」
と
い
う
声

を
子
ど
も
た
ち
か
ら
い
た
だ
い
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
通
し
て
そ
の
子
に
と
っ

て
の
自
信
や
笑
顔
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
さ
ら
に

多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
活

動
を
届
け
て

い
き
ま
す
。

暮
ら
し
の
足
下
か
ら
未
来
を
見
つ
め
る

　
　
み
ん
な
の
放
課
後
ク
ラ
ブ
代
表

丸
山 

真
澄
（
文
理
２
０
０
２
卒
）

　
市
大
の
恩
師
、
加
藤
彰
彦
先
生
か
ら
現

在
も
学
び
続
け
て
い
る
の
は
、
社
会
に
対

し
「
そ
れ
は
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
自
分
の
暮
ら
し
の
足
下
か
ら

変
え
て
い
く
、
自
ら
動
き
そ
の
実
践
を
伝

え
て
い
く
と
い
う
姿
勢
で
す
。

　
こ
ど
も
を
育
て
る
の
は
実
父
母
の
責
任

だ
か
ら
と
、
こ
ど
も
自
身
の
辛
さ
に
気
づ

か
な
い
ふ
り
を
す
る
の
は
「
お
か
し
い
」
。

そ
れ
故
に
親
子
が
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
く

状
況
や
、
人
の
価
値
が
ま
る
で
”ス
キ
ル
“

や
”キ
ャ
リ
ア
“
で
読
み
替
え
ら
れ
る
か
の

よ
う
な
社
会
の
雰
囲
気
は
「
お
か
し
い
」
。

私
は
そ
う
感
じ
ま
す
。

　
夫
婦
で
相
談
し
、
安
心
し
て
生
き
る
場

が
な
い
子
を
預
か
っ
て
育
て
る
「
養
育
里

親
」
（
養
子
縁
組
を
目
的
と
し
な
い
里

親
）
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
実
子
と
里
子

の
４
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
大
人
と
こ
ど
も
が
出
会
う
き
っ

か
け
を
作
る
「
み
ん
な
の
放
課
後
ク
ラ
ブ
」

を
仲
間
と
始
め
ま
し
た
。
こ
ど
も
達
が
親

や
先
生
以
外
の
大
人
と
地
域
で
出
会
い
、

親
に
は
言
え
な
い
悩
み
も
話
せ
る
よ
う
な

関
係
性
を
築
け
た
ら
、
そ
の
関
係
性
は

「
生
き
て
い
く
こ
と
」
を
支
え
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
大
人
同
士
も
一
個
人
と
し
て

話
が
で
き
る
場
を
も
つ
こ
と
で
、
大
切
な

こ
と
を
見
失
わ
な
い
力
を
身
に
着
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
自
分
が
感
じ
る
”お
か
し
い
“
に

従
っ
て
動
き
出
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
感

じ
る
「
そ
れ
は
お
か
し
い
」
は
何
で
す
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
、
動
き
出
し
ま
せ
ん

か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
を
、
応
援
し
合
い

た
い
で
す
。

YCU REUNIONS DGsシンポ2023
“子ども世代”にとって必要なことはなんだろう？～地域から応援できること～

YCU REUNION SDGsオンラインセミナー 2022.9～2023.7

【9月27日】
南 翔子　南インド古典舞踊バラタナ
ティアム舞踊家（2015年文理卒）
「南インド舞踊から垣間見るインド
文化」

【12月13日】
小島 芳実（株）GLOBE代表
（1984年文理卒、ドイツ国立マン
ハイム大留学）「超新星のように 輝
いて弾けて　命を燃やしていこう」

【1月17日】
村田 千尋（株）Color Your Life 代
表（2009年国際総合科学部卒）
「ライフキャリアを考える～自分ら
しく起業するためのこれまで～」

【10月18日】
飯田 峰子　yururisalon×HanaUta Cafe、
（株）共路観光　代表取締役、横浜
ひらがな商店街Westアベニュー会長
（2002年文理卒）「起業＆子育
て、まちづくりに挑戦中」

【11月22日】
野口 理佐子（一財）C.W.ニコル・ア
ファンの森財団専務理事「森から日
本の未来を考える～C.W.ニコルが
日本に遺した未来」

【2月14日】
風間 茂　さくらプロジェクト日本事
務局代表（1974年商卒）「タイ山
岳民族の子どもたちとともに30余
年～さくらプロジェクトの活動の軌
跡」

【3月11日】
YCU REUNION SDGsシンポ2023
「“子ども世代”にとって必要なこ
とはなんだろう？～地域から応援で
きること～」

【4月11日】
橋本 みなみ　NPO法人ミニシティ・プ
ラス理事（国際教養学部3年）「こど
もの社会参画とは？～地域社会を変
える実践例から」

【5月13日】
原口 淳　横市大後援会会長、元コニ
カミノルタ・ジャパン代表取締役社
長（1979年商卒）「歌って踊れる
サラリーマン海を渡る」

◎SDGsセミナーは、毎月1回オンラインで開催しており自由に参加いただけます。多方面でご活躍の卒業生の皆さんに楽しい
　お話をいただいております。アーカイブをご覧いただき活動の輪が広がれば幸いです。

【6月20日】
高瀬 雅弘　（株）フラクタルワーク
アウトCEO（2017年国際総合科学
部卒）「筋肉で日本を笑顔にする！
～市大OBの若手起業家の日本健康
計画～」

【7月25日】
服部 諒（国際教養学部4年）＆松本 
卓也（JR東日本企画 2013年国総
卒）〈第2弾〉「現役生と卒業生が
目指す豊かさの指標とは～福島県田
村市での実践の振返りとこれから～」

YCU REUNION SDGs
セミナー、シンポジウ
ムのYouTube動画はQR
コード、または進交会
ホームページからご覧
いただけます。

進　交　会　報 第89号

同
窓
会
の
活
動
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３
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＆
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催
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催
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ル
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日
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室
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。
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書
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界
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２

０
１
７
）
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演
「
子
ど
も
は
ど
こ
か
ら
来
て
、

ど
こ
へ
向
か
う
の
か
？
」

　
１
９
２
３
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に
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華
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。
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〈7〉令和5年10月

ど
も
を
必
要
と
す
る
。
大
人
は
、
子
ど
も

が
成
長
で
き
る
地
域
社
会
に
す
る
た
め

に
、
主
体
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
も
の
で
し
た
。

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】
（
写
真
右
か
ら
）

◆
丸
山
真
澄
（
文
理
２
０
０
２
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６
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　お話をいただいております。アーカイブをご覧いただき活動の輪が広がれば幸いです。

【6月20日】
高瀬 雅弘　（株）フラクタルワーク
アウトCEO（2017年国際総合科学
部卒）「筋肉で日本を笑顔にする！
～市大OBの若手起業家の日本健康
計画～」

【7月25日】
服部 諒（国際教養学部4年）＆松本 
卓也（JR東日本企画 2013年国総
卒）〈第2弾〉「現役生と卒業生が
目指す豊かさの指標とは～福島県田
村市での実践の振返りとこれから～」

YCU REUNION SDGs
セミナー、シンポジウ
ムのYouTube動画はQR
コード、または進交会
ホームページからご覧
いただけます。
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同
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の
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動
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【第1部】横浜市大総会2023（6月17日）
　進交会館において開催されました。議案がすべて承認
された後、横市大同窓会の通称を「浜大会」（ハマダイ
カイ）としたいと事務局から提案があり、「異議なし」の
声と全員の拍手で承認されました。校歌の歌詞に「ああ
浜大の俊英われら～」とあること、大学祭は昔から「浜
大祭」の名前で親しまれていることが、その根拠として
挙げられました。

【第2部】
　金子文夫横浜市大名誉教授の記念講話「アジアの中の
日本を考える『日本の東アジア投資100年史』より」
（講話の内容は本紙p.4-5に掲載）
【第3部】
懇親交流会

協力団体とのコラボ
◆海をつくる会
毎月、野島海浜清掃作業に協力
◆Sera Creations
―龍の棲む森プロジェクト協力
―環境のためのトーク＆コンサートに協力

　「進交会報」が届くようにとい
う願いを込めて卒業式にレター
1,200部を配置しました。

江守正多氏（地球システ
ム領域上級主席研究員）
のトーク＆コンサートに
協力　2023.1.8

龍の棲む森プロジェクト
　　を押してCO₂を減ら
そう！和歌山県龍神村に
は浜大会からこれまで2本
の植樹。ご協力をお願い
します。

トルコ・シリア大地震支
援チャリティコンサート
協力　2023.6.2

通称「浜大会」に決定！

「新住所教えてね！」

３年ぶりの浜大祭
◆第72回浜大祭への提供企画 By 横浜市大同窓会
“World YO-YO Champion 
SHU TAKADA 驚愕のパフォー
マンス”
世界大会6度の優勝経験を持つ
高田柊さん（2021年国総卒）
◆ホームカミングデー By 横浜市立大学
◎遺産・遺贈セミナー「遺言による寄付のメリット・留意点
と具体例」
◎「子どものためのアントレプレナーシップ」ワークショップ
　　講師：共育倶楽部｠代表 柿木結允さん（国総2017卒） 
◆３年ぶりに集まろう！同窓交流会
◎齋藤毅憲 横浜市大名誉教授 記念講話
　「Y専の歴史～横浜市立大学の源流」
◎交流会には小山内横浜市大理事長や台湾から王維美さんも
来日、若い世代の皆
様や、水泳部OB・
OG会元会長齋藤孝
雄さん（90歳）もご
参加、大変お元気な
ご挨拶をいただきま
した。

 

お元気なうちに入居する高齢期の住まいを提供します

1986年市大卒　
常務理事　鈴木貴之
奈良(募集担当) ℡0800-888-4165
松戸(募集担当)　℡0120-82-4165e-mail:suzuki@nissay-seirei.org

e-mail: :maekawa@yuyunosato.or.jp

e-mail:ukegawa@sis.seirei.or.jp

1999年市大卒
本部 人事総務部長　前川規
℡03-3662-3611

1999年市大卒　
宝塚エデンの園 園長 請川哲也
℡053-413-3294

絶
唱
浪
曲
ス
ト
ー
リ
ー

　
川
上
ア
チ
カ
監
督（
文
平
13
卒
）

　
映
画
監
督
川
上
ア
チ
カ
さ
ん
は
、
日
系
ア
メ
リ
カ

人
の
強
制
収
容
経
験
を
題
材
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
『Pilgrim

age

』
（
巡
礼
の
旅
）
で
「
キ

リ
ン
ア
ー
ト
ア
ワ
ー
ド
２
０
０
１
」
準
優
秀
賞
を
受

賞
。
そ
の
後
フ
リ
ー
の
映
像
作
家
に
。
今
年
は
、
８

年
が
か
り
で
制
作
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
絶
唱
浪
曲
ス
ト
ー
リ
ー
」
が
７
月
か
ら
全
国
公

開
。

―

な
ぜ
、
浪
曲
の
世
界
を
映
画
に
し
よ
う
と
？

　「
魂
を
揺
さ
ぶ
る
日
本
の
表
現
」
を
探
し

て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
映
像
作
家
と
の
出
会
い

が
あ
り
、
あ
る
人
か
ら
「
浪
曲
師
の
港
家
小

柳
（
み
な
と
や
こ
り
ゅ
う
）
師
匠
を
観
る
と

い
い
」と
勧
め
ら
れ
、
定
席
を
訪
れ
ま
し

た
。
未
知
の
芸
能
に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。

演
目
が
進
ん
で
小
柳
師
匠
の
番
に
な
る
と
、

空
気
が
一
変
し
て
、
私
は
江
戸
時
代
の
そ
の

物
語
に
完
全
に
入
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。
翌

日
も
小
柳
師
匠
の
魔
法
に
か
か
り
た
く
て
聴

き
に
行
き
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
病
か

ら
復
帰
し
た
小
柳
師
匠
の
69
周
年
を
祝
う
独

演
会
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
時
、

私
は
師
匠
の
芸

の
記
憶
を
掬
い

取
っ
て
お
き
た

い
と
い
う
考
え

が
頭
か
ら
離
れ

ず
、
自
ら
の
決

断
で
撮
影
を
始

め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

―

主
人
公
の
小
そ
め
さ
ん
が
、
現
代
の
生
き
づ

ら
さ
に
つ
い
て
語
り
ま
す
が
、
監
督
は
ど
ん
な

気
持
ち
で
し
た
か
？

　あ
の
セ
リ
フ
が
出
た
と
き
、
自
分
も
感
じ

て
い
た
こ
と
を
小
そ
め
さ
ん
が
言
っ
た
の
で

驚
き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
自
分
の
意
見
と
違

う
人
は
簡
単
に
切
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
の
行
き
つ

く
先
は
何
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　
浪
曲
の
世
界
の
、
特
に
年
配
の
師
匠
た
ち

に
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
正
直
な
付
き
合
い

方
が
あ
る
気
が
し
て
。
例
え
ば
小
柳
師
匠
が

同
じ
セ
リ
フ
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
日
、
曲

師
（
三
味
線
）
の
沢
村
豊
子
師
匠
は
楽
屋
で

怒
る
ん
で
す
、
す
ご
く
怒
っ
て
る
ん
で
す
け

ど
、
豊
子
師
匠
の
手
は
常
に
小
柳
師
匠
の
背

中
に
あ
っ
て
、
体
に
手
を
当
て
な
が
ら
怒

る
っ
て
凄
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

言
い
た
い
こ
と
は
は
っ
き
り
お
っ
し
ゃ
る
ん
で

す
が
、
そ
の
根
底
の
と
こ
ろ
に
愛
が
あ
る
ん

で
す
。
人
と
の
正
直
な
や
り
取
り
と
か
、
迷

惑
を
か
け
あ
っ
て
、
お
互
い
に
受
け
止
め

合
っ
て
、
生
き
て
い
け
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
感
じ
、
丸
ご
と
ひ
っ
く
る
め
て
お

互
い
を
大
事
に
し
て
生
き
て
い
く
っ
て
凄
い

な
と
思
っ
て
ま
す
。

―

小
そ
め
さ
ん
が
小
柳
師
匠
を
訪
ね
た
時
の
、
病

床
の
小
柳
師
匠
の
手
の
動
き
が
美
し
か
っ
た
で

す
。
何
か
意
図
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？

　小
柳
師
匠
の
本
名
は
岩
橋
利
江
さ
ん
と
言

い
ま
す
が
、
病
床
に
お
ら
れ
る
の
が
小
柳
師

匠
な
ら
撮
ろ
う
と
、
岩
橋
さ
ん
な
ら
撮
る
の

は
止
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
小
柳
師
匠
が
岩
橋
利
江
（
本
名
）
さ
ん

の
中
に
立
ち
上
が
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い

ま
し
た
。
あ
の
時
は
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が

ま
わ
っ
て
い
て
、
窓
か
ら
入
っ
て
く
る
光
と

か
、
音
も
エ
コ
ー
が
か
か
っ
て
部
屋
中
に
充

満
し
て
い
て
、
全
体
の
境
界
線
が
淡
く
な
る

よ
う
な
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
。
神
々
し
い
よ

う
な
時
間
で
し
た
。
小
柳
師
匠
の
浪
曲
が

戻
っ
て
き
た
と
い
う
時
間
帯
で
、
躊
躇
な
く

カ
メ
ラ
を
向
け
ま
し
た
。｠

　
浪
曲
の
物
語
は
生
き
物
み
た
い
に
人
か
ら

人
へ
移
っ
て
い
く
。
教
科
書
の
な
い
世
界
で

芸
は
体
か
ら
体
へ
移
っ
て
い
く
ん
で
す
。
小

柳
師
匠
の
体
の
な
か
に
入
っ
て
い
る
物
語

が
、
小
柳
師
匠
が
亡
く
な
っ
た
ら
そ
れ
も
無

く
な
っ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気

持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
小
柳
師
匠
の
体

の
中
の
浪
曲
の
最
期
の
叫
び
を
見
た
よ
う
な

気
持
に
な
り
ま
し
た
。
小
そ
め
さ
ん
に
見
せ

た
最
後
の
舞
台
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
て
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

―

後
輩
に
伝
え
た
い
こ
と
は
？

　続
け
る
こ
と
の
強
さ
っ
て
あ
る
と
思
う
。

人
と
違
う
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
う
と
、
成
し

遂
げ
る
た
め
に
何
倍
も
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
時

間
と
お
金
も
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
既
存

の
社
会
の
受
け
皿
に
は
ま
ら
ず
、
孤
独
と
も

向
き
合
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
で

も
、
ど
う
し
て
も
、
そ
れ
を
や
ら
な
け
れ
ば

前
に
進
め
な
い
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
怖
が
ら
ず
に
挑
戦
し
た
方
が
い
い
。
何

度
も
弱
音
を
吐
き
な
が
ら
、
そ
の
役
目
を
担

う
こ
と
に
自
分
の
身
体
を
投
げ
出
し
て
、
捧

げ
続
け
て
み
た
先
に
や
っ
と
見
え
て
く
る
景

色
が
あ
る
と
思
う
。

（
聞
き
手
　
同
窓
会
事
務
局 

西
尾
留
美
子
）

金沢八景・野島海岸

活
躍
す
る
卒
業
生
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切
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
の
行
き
つ

く
先
は
何
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　
浪
曲
の
世
界
の
、
特
に
年
配
の
師
匠
た
ち

に
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
正
直
な
付
き
合
い

方
が
あ
る
気
が
し
て
。
例
え
ば
小
柳
師
匠
が

同
じ
セ
リ
フ
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
日
、
曲

師
（
三
味
線
）
の
沢
村
豊
子
師
匠
は
楽
屋
で

怒
る
ん
で
す
、
す
ご
く
怒
っ
て
る
ん
で
す
け

ど
、
豊
子
師
匠
の
手
は
常
に
小
柳
師
匠
の
背

中
に
あ
っ
て
、
体
に
手
を
当
て
な
が
ら
怒

る
っ
て
凄
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

言
い
た
い
こ
と
は
は
っ
き
り
お
っ
し
ゃ
る
ん
で

す
が
、
そ
の
根
底
の
と
こ
ろ
に
愛
が
あ
る
ん

で
す
。
人
と
の
正
直
な
や
り
取
り
と
か
、
迷

惑
を
か
け
あ
っ
て
、
お
互
い
に
受
け
止
め

合
っ
て
、
生
き
て
い
け
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
感
じ
、
丸
ご
と
ひ
っ
く
る
め
て
お

互
い
を
大
事
に
し
て
生
き
て
い
く
っ
て
凄
い

な
と
思
っ
て
ま
す
。

―

小
そ
め
さ
ん
が
小
柳
師
匠
を
訪
ね
た
時
の
、
病

床
の
小
柳
師
匠
の
手
の
動
き
が
美
し
か
っ
た
で

す
。
何
か
意
図
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？

　小
柳
師
匠
の
本
名
は
岩
橋
利
江
さ
ん
と
言

い
ま
す
が
、
病
床
に
お
ら
れ
る
の
が
小
柳
師

匠
な
ら
撮
ろ
う
と
、
岩
橋
さ
ん
な
ら
撮
る
の

は
止
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
小
柳
師
匠
が
岩
橋
利
江
（
本
名
）
さ
ん

の
中
に
立
ち
上
が
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い

ま
し
た
。
あ
の
時
は
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が

ま
わ
っ
て
い
て
、
窓
か
ら
入
っ
て
く
る
光
と

か
、
音
も
エ
コ
ー
が
か
か
っ
て
部
屋
中
に
充

満
し
て
い
て
、
全
体
の
境
界
線
が
淡
く
な
る

よ
う
な
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
。
神
々
し
い
よ

う
な
時
間
で
し
た
。
小
柳
師
匠
の
浪
曲
が

戻
っ
て
き
た
と
い
う
時
間
帯
で
、
躊
躇
な
く

カ
メ
ラ
を
向
け
ま
し
た
。｠

　
浪
曲
の
物
語
は
生
き
物
み
た
い
に
人
か
ら

人
へ
移
っ
て
い
く
。
教
科
書
の
な
い
世
界
で

芸
は
体
か
ら
体
へ
移
っ
て
い
く
ん
で
す
。
小

柳
師
匠
の
体
の
な
か
に
入
っ
て
い
る
物
語

が
、
小
柳
師
匠
が
亡
く
な
っ
た
ら
そ
れ
も
無

く
な
っ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気

持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
小
柳
師
匠
の
体

の
中
の
浪
曲
の
最
期
の
叫
び
を
見
た
よ
う
な

気
持
に
な
り
ま
し
た
。
小
そ
め
さ
ん
に
見
せ

た
最
後
の
舞
台
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
て
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

―

後
輩
に
伝
え
た
い
こ
と
は
？

　続
け
る
こ
と
の
強
さ
っ
て
あ
る
と
思
う
。

人
と
違
う
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
う
と
、
成
し

遂
げ
る
た
め
に
何
倍
も
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
時

間
と
お
金
も
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
既
存

の
社
会
の
受
け
皿
に
は
ま
ら
ず
、
孤
独
と
も

向
き
合
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
で

も
、
ど
う
し
て
も
、
そ
れ
を
や
ら
な
け
れ
ば

前
に
進
め
な
い
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
怖
が
ら
ず
に
挑
戦
し
た
方
が
い
い
。
何

度
も
弱
音
を
吐
き
な
が
ら
、
そ
の
役
目
を
担

う
こ
と
に
自
分
の
身
体
を
投
げ
出
し
て
、
捧

げ
続
け
て
み
た
先
に
や
っ
と
見
え
て
く
る
景

色
が
あ
る
と
思
う
。

（
聞
き
手
　
同
窓
会
事
務
局 

西
尾
留
美
子
）

金沢八景・野島海岸

活
躍
す
る
卒
業
生
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ミ
ニ
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス

　
橋
本
み
な
み
理
事
（
国
際
教
養
学
部
３
年
）
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N
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パ
ネ
リ
ス

ト
の
橋
本
み
な
み
さ
ん
と
所
属
ゼ
ミ
の
三
輪
律
江
教

授
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
ニ
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
理
事
長
）

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

三
輪
：
み
な
み
ち
ゃ
ん
が
ミ
ニ
シ
テ
ィ
・
プ

ラ
ス
に
参
加
し
て
一
番
良
か
っ
た
こ
と
っ
て

ど
ん
な
こ
と
？

橋
本
：
参
加
し
て
一
番
良
か
っ
た
の
は
、
学

校
と
家
以
外
に
、
自
分
の
こ
と
を
認
め
て
く

れ
る
大
人
た
ち
と
、
多
様
な
年
齢
の
子
ど
も

た
ち
が
い
る
場
所
が
、
い
つ
で
も
行
け
る
緩

い
場
所
で
、
そ
こ
で
活
動
が
続
い
て
く
れ
た

こ
と
で
す
ね
。
家
が
ど
う
し
て
も
居
心
地
悪

く
な
っ
た
り
、
学
校
だ
っ
て
行
き
た
く
な
く

な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
こ

う
い
う
場
所
が
あ
っ
た
か
ら
、
私
は
普
通
に

自
分
ら
し
く
成
長
で
き
ま
し
た
。
ミ
ニ
シ
テ
ィ

の
活
動
で
い
ろ
ん
な
大
人
た
ち
に
出
会
い
ま

し
た
。
た
め
に
な
る
人
生
談
を
話
し
て
く
れ

た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
り
、
い
ま
も

私
の
活
動
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
自

分
は
こ
の
道
を
進
ん
で
い
っ
て
い
い
ん
だ
と

思
え
ま
す
。
　
　
　

　
ま
た
、
地
域
の
人
と
の
関
係
を
持
っ
て
い

た
り
、
関
係
を
構
築
し
た
経
験
や
ス
キ
ル
が

少
し
で
も
身
に
つ
い
て
い
れ
ば
、
自
分
に
も

自
信
が
持
て
て
、
社
会
に
出
た
時
う
ま
く
や

れ
る
と
思
う
ん
で
す
。

そ
し
て
、
私
は
や
は
り
実
感
と
し
て
、
子
ど

も
の
参
画
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

三
輪
：
子
ど
も
の
社
会
参
画
ね
え
。
大
分
前

の
こ
と
に
な
る
け
ど
、
子
ど
も
の
社
会
参
画

を
実
践
し
て
い
く
フ
レ
ー
ム
を
つ
く
る
べ
き

じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
っ
て
「
特
命
子
ど
も
地

域
ア
ク
タ
ー
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
し

い
公
共
と
し
て
提
案
し
て
、
県
と
一
緒
に
応

募
し
て
採
択
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
の

よ
ね
。

橋
本
：
私
の
特
命
子
ど
も
地
域
ア
ク
タ
ー
と

し
て
の
経
験
の
ひ
と
つ
は
、
水
の
大
切
さ
を

伝
え
る
水
育
デ
ジ
タ
ル
紙
芝
居
を
作
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
こ
と
で
す
。
写
真
を

見
な
が
ら
想
像
力
を
働
か
せ
て
台
本
、
歌
を

大
人
と
一
緒
に
作
っ
て
、
東
戸
塚
の
駅
前

や
、
キ
ャ
ノ
ン
の
本
社
、
都
筑
の
お
祭
り
で
完

成
作
を
披
露
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
作
っ

た
も
の
が
多
く
の
人
に
届
い
た
こ
と
に
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。
三
輪
先
生
は
、
初
め
は

ど
う
い
う
気
持
ち
で
ミ
ニ
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス

に
参
加
し
た
の
で
す
か
？

三
輪
：
も
と
も
と
、
私
は
子
ど
も
が
好
き
で
、

大
学
４
年
の
と
き
の
卒
論
の
研
究
テ
ー
マ
が

「
子
ど
も
の
遊
び
環
境
の
国
際
比
較
〜
横
浜

と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
比
較
」
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に

行
っ
た
の
。
横
浜
の
小
学
校
と
対
比
さ
せ
た
ノ

イ
ペ
ル
ラ
ッ
ハ
と
い
う
地
区
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

で
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
を
観
察
調
査
を
し

て
、
外
遊
び
の
土
壌
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
た
と
え
ば
、
大
き
な
公
園
に
「
サ
ー
カ

ス
バ
ス
」
が
来
る
ん
だ
け
ど
、
い
つ
来
る
の

か
、
何
を
す
る
の
か
と
い
っ
た
仕
組
み
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
す
べ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ

れ
て
い
た
の
。
ド
イ
ツ
の
施
策
や
「
ミ
ニ
・

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」
も
調
べ
て
み
る
と
、
と
て
も

面
白
そ
う
だ
っ
た
。
そ
れ
で
卒
論
書
い
て
、

次
は
ト
ロ
ン
ト
に
行
っ
て
同
じ
よ
う
な
調
査

を
し
て
、
２
年
間
位
国
際
比
較
や
っ
て
、
修

士
論
文
も
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
書
い

た
。

　
数
年
後
、
横
浜
国
大
に
着
任
し
て
、
大
学

近
く
の
商
店
街
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

で
、
子
ど
も
の
参
画
と
か
、
「
外
で
い
つ
、
何

し
て
遊
ぶ
？
」
と
い
う
調
査
も
や
っ
て
た
ん
だ

け
ど
、
そ
こ
で
「
ミ
ニ
・
ヨ
コ
ハ
マ
研
究
会
」

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
人
た
ち
に
出

会
っ
た
。
最
初
は
ど
う
な
る
の
か
な
あ
と
思
っ

て
い
た
ん
だ
け
ど
、
「
ミ
ニ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」

を
知
っ
て
る
の
は
私
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
エ

ビ
デ
ン
ス
的
、
意
義
的
な
建
つ
け
の
と
こ
ろ

を
私
が
担
う
こ
と
に
な
っ
て
（
略
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ミ
ニ
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し

た
と
い
う
わ
け
。

橋
本
：
知
ら
な
か
っ
た
で
す
。
い
ろ
い
ろ
参

考
に
な
り
ま
す
！

喉
、
治
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
も
う
す
ぐ
ミ

ニ
・
ヨ
コ
あ
る
ん
で
。

◎
ミ
ニ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
：
７
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
子

ど
も
だ
け
が
市
民
に
な
れ
る
「
小
さ
な
都
市
」
。
夏

休
み
期
間
の
３
週
間
だ
け
誕
生
す
る
仮
想
都
市
。

活
躍
す
る
学
生

橋本さんは、ミニシティプラスには小5から参加、途中部活が
多忙で離れたが高2で復帰。9月から1年間のドイツ留学を
控えて今はドイツ語の勉強中。

驚きの素晴らしい会合が進交会にあります
～毎週2回「同窓会」開催中～

進交会 囲碁クラブ 大塚 隆（Y校昭29年、市大商昭33卒）
　進交会の囲碁クラブの募集広告が、「Y校だより」に
載っていたので、早速、昨年11月に入会しました。例会
は、毎週火曜日と土曜日に開催され、和気あいあい、か
つ、真剣に碁を打っていました。会員はY校と市大の卒
業生なので、入会した瞬間に旧知の感じで、会の雰囲気
に溶け込めました。
　午後4時に碁会が終わると、時間の都合のつく人たち
が２Fのみなと倶楽部に集まって、ビールやコーヒー等
で雑談をします。雑談の内容は、学生時代の思い出話や
同級生・先輩・後輩の動向、卒業して勤務した職場の
話、現在の境遇等々です。それぞれの人の卒業年度が違
うので、話がいくらでも続きます。
　毎週2回も「同窓会」が開催されている感じで、青春
に戻れる貴重な会
合です。こんなに
素晴らしい囲碁ク
ラブは、日本中ど
こを探してもない
でしょう。

皆が“俊英我ら”の顔になり
39会 幹事 小峰 連太郎（商昭39卒）

　在学時、第2外国語スペイン語を履修したクラスを39
会と称し平成4年の初回より毎年開催しています。コロ
ナ禍にて（令和２～4年は中止）3年ブランクの今年4月
20日に進交会館にて催しました。名簿は42名ですが（す
でに17名の物故者と住所不明２名で）23名に連絡したと
ころ、10名の出席がありました。全員八十路を超えてい
ますが、すこぶる元気で美味しい料理とお酒に舌鼓を打
ちながら話が弾んでいると、皆が“俊英我ら”の顔にな
り大いに盛り上がり楽しいひと時でした。
　次回は卒業60年になります、元気の再会を楽しみにし
ています。今回お世話いただいた、みなと俱楽部スタッ
フの皆さん、色々とありがとうございました。

小柴学生自治寮OB幹事会
幹事長 須田 繁（文昭44卒）

　令和5年8月3日みなと俱楽部において小柴会幹事会が
行われました。小柴学生自治寮は、昭和28年11月1日に
創設された横浜市大の学生自治寮です。当時、大学管理
下の「白鷗寮」はありましたが部屋が足りず、地方出身
の学生たちは自力で何とかしようと小柴にある海苔づく
りの家主に掛け合い、１棟を借りることができたので
す。当時の収容人数は30人、食費は4,300円位で、学校管
理を頼むも財政難のため断られ、やむなく自治寮となり
ました。※ 幹事会では「創設65周年記念誌」を見ながら70
年前の創設当時の苦労話があり、また「この歌（小柴自
治寮逍遥歌）は我々がつくったのよ！」と笑顔もあり、
小柴学生自治寮への誇りを感じました。※横浜市立大学
新聞35号

他大学同窓会との交流
　同窓会活動のノウ
ハウの共有や地域課
題解決などで横浜国
大同窓会（富丘会）
の皆様と交流。1月18
日、進交会館にて。
（事務局　西尾）

前列左より　佐野　秋山（卓）
　　　　　　梶谷　万字
後列左より　石川（光）　吉本
　　　　　　藤本　馬渕
　　　　　　石川（良）　小峰

同窓生のビジネスに協力
台湾支部 王 維美（商昭62卒）

　台湾鉄道弁当イベントに参加した折、崎陽軒の海外を
担当している西村さん（横市大2001年卒）からお話を伺
いました。崎陽軒は2020年8月7日に台湾に海外1号店を
オープンしました。西村さんは、在学中は影山ゼミで、
卒業後（株）崎陽軒に入社されました。

　王：言葉の違うところでの新規事業のご苦労は?
西村：食文化の違いです。例えば、おかずと御飯を別々

に食べないとか、冷めたものを好まないとか、中
身が見えないと不安になるなどです。王さんに台
湾人と日本人の食習慣の違いを教えていただきま
したので、崎陽軒のシュウマイ弁当は温かい状態
で提供しています。中身も外からわかるようにし
ています。

　王：台湾の政府系商社とコラボしてマンゴーを輸入す
ることになりましたが、きっかけは何ですか？

西村：私は現地法人を設立した時点で、台湾のおいしい
ものを日本に紹介したいと考えていました。

　王：社会に出る後輩たちに伝えたいことはありますか？
西村：自分が楽しいと思う仕事はお客様もきっと喜んで

くれると思います。

　食文化の違いはどちらが正しいということではありま
せんが、留学生だった私はみんな
と一緒に食事した時に、いつもパ
ニック状態でした。疑問ばかり
で、慣れるまで時間がかかりまし
た。
　海外に進出することは苦労もあ
りますが、視野も広がり、違う人
と事と物に触れるチャンスを作る
ことができ、ありがたい人生経験
になってくれると思います。

広告企画・デザイン制作立案・印刷全般
スポーツウエア・ユニフォームプリント

株式会社 ライム
本　社

〒231-0011
横浜市中区太田町6-84-2
大樹生命横浜桜木町ビル5F
TEL.045-306-7722

弘明寺ファクトリー
〒232-0067 

横浜市南区弘明寺町259
GM2ビル3F

TEL.045-315-5918

Rim
create the new thing and send it

進　交　会　報 第89号

進交会囲碁クラブからのお知らせ
毎週火・土曜日午後に、進交会館3階で囲碁を楽しんで
おります。対局後は２階のみなと倶楽部で親交を深め
ております。皆さんも参加しませんか？（見学歓迎）
問合せ：進交会事務局☎045-681-6575

会長　宮村 薫（商昭38卒）

おさぽ
不動産の自主管理直接取引をサポート

株式会社 アセットサポート
０４５－５３４－９０７２

ホームページはこちらから

『賃貸管理を思いのままに』

後藤智恵美（商学部 昭和62年卒 旧姓：大谷）

全てを他人に任せるのでは無く、全部自分でも無い
メリットを組み合わせた賃貸管理を提案します。
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ミ
ニ
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス

　
橋
本
み
な
み
理
事
（
国
際
教
養
学
部
３
年
）

　Y
CU
 REU

N
IO
N
 SD
Gs

シ
ン
ポ2023

パ
ネ
リ
ス

ト
の
橋
本
み
な
み
さ
ん
と
所
属
ゼ
ミ
の
三
輪
律
江
教

授
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
ニ
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
理
事
長
）

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

三
輪
：
み
な
み
ち
ゃ
ん
が
ミ
ニ
シ
テ
ィ
・
プ

ラ
ス
に
参
加
し
て
一
番
良
か
っ
た
こ
と
っ
て

ど
ん
な
こ
と
？

橋
本
：
参
加
し
て
一
番
良
か
っ
た
の
は
、
学

校
と
家
以
外
に
、
自
分
の
こ
と
を
認
め
て
く

れ
る
大
人
た
ち
と
、
多
様
な
年
齢
の
子
ど
も

た
ち
が
い
る
場
所
が
、
い
つ
で
も
行
け
る
緩

い
場
所
で
、
そ
こ
で
活
動
が
続
い
て
く
れ
た

こ
と
で
す
ね
。
家
が
ど
う
し
て
も
居
心
地
悪

く
な
っ
た
り
、
学
校
だ
っ
て
行
き
た
く
な
く

な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
こ

う
い
う
場
所
が
あ
っ
た
か
ら
、
私
は
普
通
に

自
分
ら
し
く
成
長
で
き
ま
し
た
。
ミ
ニ
シ
テ
ィ

の
活
動
で
い
ろ
ん
な
大
人
た
ち
に
出
会
い
ま

し
た
。
た
め
に
な
る
人
生
談
を
話
し
て
く
れ

た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
り
、
い
ま
も

私
の
活
動
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
自

分
は
こ
の
道
を
進
ん
で
い
っ
て
い
い
ん
だ
と

思
え
ま
す
。
　
　
　

　
ま
た
、
地
域
の
人
と
の
関
係
を
持
っ
て
い

た
り
、
関
係
を
構
築
し
た
経
験
や
ス
キ
ル
が

少
し
で
も
身
に
つ
い
て
い
れ
ば
、
自
分
に
も

自
信
が
持
て
て
、
社
会
に
出
た
時
う
ま
く
や

れ
る
と
思
う
ん
で
す
。

そ
し
て
、
私
は
や
は
り
実
感
と
し
て
、
子
ど

も
の
参
画
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

三
輪
：
子
ど
も
の
社
会
参
画
ね
え
。
大
分
前

の
こ
と
に
な
る
け
ど
、
子
ど
も
の
社
会
参
画

を
実
践
し
て
い
く
フ
レ
ー
ム
を
つ
く
る
べ
き

じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
っ
て
「
特
命
子
ど
も
地

域
ア
ク
タ
ー
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
し

い
公
共
と
し
て
提
案
し
て
、
県
と
一
緒
に
応

募
し
て
採
択
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
の

よ
ね
。

橋
本
：
私
の
特
命
子
ど
も
地
域
ア
ク
タ
ー
と

し
て
の
経
験
の
ひ
と
つ
は
、
水
の
大
切
さ
を

伝
え
る
水
育
デ
ジ
タ
ル
紙
芝
居
を
作
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
こ
と
で
す
。
写
真
を

見
な
が
ら
想
像
力
を
働
か
せ
て
台
本
、
歌
を

大
人
と
一
緒
に
作
っ
て
、
東
戸
塚
の
駅
前

や
、
キ
ャ
ノ
ン
の
本
社
、
都
筑
の
お
祭
り
で
完

成
作
を
披
露
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
作
っ

た
も
の
が
多
く
の
人
に
届
い
た
こ
と
に
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。
三
輪
先
生
は
、
初
め
は

ど
う
い
う
気
持
ち
で
ミ
ニ
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス

に
参
加
し
た
の
で
す
か
？

三
輪
：
も
と
も
と
、
私
は
子
ど
も
が
好
き
で
、

大
学
４
年
の
と
き
の
卒
論
の
研
究
テ
ー
マ
が

「
子
ど
も
の
遊
び
環
境
の
国
際
比
較
〜
横
浜

と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
比
較
」
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に

行
っ
た
の
。
横
浜
の
小
学
校
と
対
比
さ
せ
た
ノ

イ
ペ
ル
ラ
ッ
ハ
と
い
う
地
区
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

で
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
を
観
察
調
査
を
し

て
、
外
遊
び
の
土
壌
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
た
と
え
ば
、
大
き
な
公
園
に
「
サ
ー
カ

ス
バ
ス
」
が
来
る
ん
だ
け
ど
、
い
つ
来
る
の

か
、
何
を
す
る
の
か
と
い
っ
た
仕
組
み
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
す
べ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ

れ
て
い
た
の
。
ド
イ
ツ
の
施
策
や
「
ミ
ニ
・

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」
も
調
べ
て
み
る
と
、
と
て
も

面
白
そ
う
だ
っ
た
。
そ
れ
で
卒
論
書
い
て
、

次
は
ト
ロ
ン
ト
に
行
っ
て
同
じ
よ
う
な
調
査

を
し
て
、
２
年
間
位
国
際
比
較
や
っ
て
、
修

士
論
文
も
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
書
い

た
。

　
数
年
後
、
横
浜
国
大
に
着
任
し
て
、
大
学

近
く
の
商
店
街
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

で
、
子
ど
も
の
参
画
と
か
、
「
外
で
い
つ
、
何

し
て
遊
ぶ
？
」
と
い
う
調
査
も
や
っ
て
た
ん
だ

け
ど
、
そ
こ
で
「
ミ
ニ
・
ヨ
コ
ハ
マ
研
究
会
」

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
人
た
ち
に
出

会
っ
た
。
最
初
は
ど
う
な
る
の
か
な
あ
と
思
っ

て
い
た
ん
だ
け
ど
、
「
ミ
ニ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」

を
知
っ
て
る
の
は
私
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
エ

ビ
デ
ン
ス
的
、
意
義
的
な
建
つ
け
の
と
こ
ろ

を
私
が
担
う
こ
と
に
な
っ
て
（
略
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ミ
ニ
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し

た
と
い
う
わ
け
。

橋
本
：
知
ら
な
か
っ
た
で
す
。
い
ろ
い
ろ
参

考
に
な
り
ま
す
！

喉
、
治
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
も
う
す
ぐ
ミ

ニ
・
ヨ
コ
あ
る
ん
で
。

◎
ミ
ニ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
：
７
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
子

ど
も
だ
け
が
市
民
に
な
れ
る
「
小
さ
な
都
市
」
。
夏

休
み
期
間
の
３
週
間
だ
け
誕
生
す
る
仮
想
都
市
。

活
躍
す
る
学
生

橋本さんは、ミニシティプラスには小5から参加、途中部活が
多忙で離れたが高2で復帰。9月から1年間のドイツ留学を
控えて今はドイツ語の勉強中。

驚きの素晴らしい会合が進交会にあります
～毎週2回「同窓会」開催中～

進交会 囲碁クラブ 大塚 隆（Y校昭29年、市大商昭33卒）
　進交会の囲碁クラブの募集広告が、「Y校だより」に
載っていたので、早速、昨年11月に入会しました。例会
は、毎週火曜日と土曜日に開催され、和気あいあい、か
つ、真剣に碁を打っていました。会員はY校と市大の卒
業生なので、入会した瞬間に旧知の感じで、会の雰囲気
に溶け込めました。
　午後4時に碁会が終わると、時間の都合のつく人たち
が２Fのみなと倶楽部に集まって、ビールやコーヒー等
で雑談をします。雑談の内容は、学生時代の思い出話や
同級生・先輩・後輩の動向、卒業して勤務した職場の
話、現在の境遇等々です。それぞれの人の卒業年度が違
うので、話がいくらでも続きます。
　毎週2回も「同窓会」が開催されている感じで、青春
に戻れる貴重な会
合です。こんなに
素晴らしい囲碁ク
ラブは、日本中ど
こを探してもない
でしょう。

皆が“俊英我ら”の顔になり
39会 幹事 小峰 連太郎（商昭39卒）

　在学時、第2外国語スペイン語を履修したクラスを39
会と称し平成4年の初回より毎年開催しています。コロ
ナ禍にて（令和２～4年は中止）3年ブランクの今年4月
20日に進交会館にて催しました。名簿は42名ですが（す
でに17名の物故者と住所不明２名で）23名に連絡したと
ころ、10名の出席がありました。全員八十路を超えてい
ますが、すこぶる元気で美味しい料理とお酒に舌鼓を打
ちながら話が弾んでいると、皆が“俊英我ら”の顔にな
り大いに盛り上がり楽しいひと時でした。
　次回は卒業60年になります、元気の再会を楽しみにし
ています。今回お世話いただいた、みなと俱楽部スタッ
フの皆さん、色々とありがとうございました。

小柴学生自治寮OB幹事会
幹事長 須田 繁（文昭44卒）

　令和5年8月3日みなと俱楽部において小柴会幹事会が
行われました。小柴学生自治寮は、昭和28年11月1日に
創設された横浜市大の学生自治寮です。当時、大学管理
下の「白鷗寮」はありましたが部屋が足りず、地方出身
の学生たちは自力で何とかしようと小柴にある海苔づく
りの家主に掛け合い、１棟を借りることができたので
す。当時の収容人数は30人、食費は4,300円位で、学校管
理を頼むも財政難のため断られ、やむなく自治寮となり
ました。※ 幹事会では「創設65周年記念誌」を見ながら70
年前の創設当時の苦労話があり、また「この歌（小柴自
治寮逍遥歌）は我々がつくったのよ！」と笑顔もあり、
小柴学生自治寮への誇りを感じました。※横浜市立大学
新聞35号

他大学同窓会との交流
　同窓会活動のノウ
ハウの共有や地域課
題解決などで横浜国
大同窓会（富丘会）
の皆様と交流。1月18
日、進交会館にて。
（事務局　西尾）

前列左より　佐野　秋山（卓）
　　　　　　梶谷　万字
後列左より　石川（光）　吉本
　　　　　　藤本　馬渕
　　　　　　石川（良）　小峰

同窓生のビジネスに協力
台湾支部 王 維美（商昭62卒）

　台湾鉄道弁当イベントに参加した折、崎陽軒の海外を
担当している西村さん（横市大2001年卒）からお話を伺
いました。崎陽軒は2020年8月7日に台湾に海外1号店を
オープンしました。西村さんは、在学中は影山ゼミで、
卒業後（株）崎陽軒に入社されました。

　王：言葉の違うところでの新規事業のご苦労は?
西村：食文化の違いです。例えば、おかずと御飯を別々

に食べないとか、冷めたものを好まないとか、中
身が見えないと不安になるなどです。王さんに台
湾人と日本人の食習慣の違いを教えていただきま
したので、崎陽軒のシュウマイ弁当は温かい状態
で提供しています。中身も外からわかるようにし
ています。

　王：台湾の政府系商社とコラボしてマンゴーを輸入す
ることになりましたが、きっかけは何ですか？

西村：私は現地法人を設立した時点で、台湾のおいしい
ものを日本に紹介したいと考えていました。

　王：社会に出る後輩たちに伝えたいことはありますか？
西村：自分が楽しいと思う仕事はお客様もきっと喜んで

くれると思います。

　食文化の違いはどちらが正しいということではありま
せんが、留学生だった私はみんな
と一緒に食事した時に、いつもパ
ニック状態でした。疑問ばかり
で、慣れるまで時間がかかりまし
た。
　海外に進出することは苦労もあ
りますが、視野も広がり、違う人
と事と物に触れるチャンスを作る
ことができ、ありがたい人生経験
になってくれると思います。

広告企画・デザイン制作立案・印刷全般
スポーツウエア・ユニフォームプリント

株式会社 ライム
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毎週火・土曜日午後に、進交会館3階で囲碁を楽しんで
おります。対局後は２階のみなと倶楽部で親交を深め
ております。皆さんも参加しませんか？（見学歓迎）
問合せ：進交会事務局☎045-681-6575

会長　宮村 薫（商昭38卒）
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不動産の自主管理直接取引をサポート

株式会社 アセットサポート
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『賃貸管理を思いのままに』

後藤智恵美（商学部 昭和62年卒 旧姓：大谷）

全てを他人に任せるのでは無く、全部自分でも無い
メリットを組み合わせた賃貸管理を提案します。



◆
令
和
４
年
度
卒
業
生
の
進
路

国
際
教
養
学
部
、
国
際
商
学
部
、
理
学
部

お
よ
び
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
卒
業

生
の
進
路
を
紹
介
し
ま
す
。
国
際
教
養
学

部
、
国
際
商
学
部
、
理
学
部
は
学
部
再
編

後
、
初
の
卒
業
生
輩
出
に
な
り
ま
す
。

◆
数
字
で
見
る
Ｙ
Ｃ
Ｕ

・
留
学
生
数
１
２
５
人
（
12
ヵ
国
・
地
域
）

　（
令
和
５
年
５
月
１
日
現
在
）

・
医
師
国
家
試
験
合
格
率
　
９
７
．
９
％

　
令
和
４
年
度
医
学
部
医
学
科
の
実
績
　

　（
全
国
平
均
９
１
．
６
％
）※

既
卒
含
む

・
看
護
師
国
家
試
験
合
格
率
　
１
０
０
％

　
令
和
４
年
度
医
学
部
看
護
学
科
の
実
績

　（
全
国
平
均
９
０
．
８
％
）

・
男
女
比
　
男
子
41
％
　
女
子
59
％

　（
令
和
５
年
５
月
１
日
現
在
　
学
部
生
）

◇
横
浜
市
立
大
学
の
学
生
数

　
（
令
和
５
年
５
月
１
日
現
在
）

◆
Ｙ
Ｃ
Ｕ
通
信

 
「
Ｙ
Ｃ
Ｕ
通
信
」
は
毎
年
、
卒
業
生
の

皆
様
の
ご
自
宅
に
お
届
け
し
て
い
る
大
学

発
行
の
卒
業
生
向
け
広
報
誌
で
す
。
大
学

や
在
学
生
の
今
、
卒
業
生
の
活
躍
情
報
な

ど
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
広
報
誌
が
届

い
て
い
な
い
と
い
う
方
、
住
所
変
更
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

☆
お
問
合
せ
先

　
広
報
課 

卒
業
生
・
基
金
担
当

　Tel 045-787-2026

　M
ailobog@

yokoham
a-cu.ac.jp
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大
学
だ
よ
り

国際商学部
就職内定率※1　99.5％
進学率※2　1.7％
就職先/進学先の例
　・横浜市役所
　・横浜銀行
　・オープンハウスグループ
　・クボタ
　・日立システムズ
　・NTTファイナンス
　・TIS
　・University of Edinburgh Business School
※１ 就職内定率：就職者数÷就職希望者数
※２ 進学率：進学者数÷卒業者数

国際教養学部
就職内定率※1　97.5％
進学率※2　5.3％
就職先/進学先の例
　・横浜市役所
　・エムスリーキャリア
　・神奈川県庁
　・横浜市社会事業協会
　・外務省
　・三井不動産リアルティ
　・横浜岡田屋
　・横浜市立大学大学院
　・東京学芸大学大学院

データサイエンス学部
就職内定率※1　100％
進学率※2　27.9％
就職先/進学先の例
　・ANAシステムズ
　・電通デジタル
　・日本アイ・ビー・エム
　・横浜銀行
　・福岡ソフトバンクホークス
　・東京医科大学大学院
※１ 就職内定率：就職者数÷就職希望者数
※２ 進学率：進学者数÷卒業者数

理学部
就職内定率※１　100％
進学率※2　66.7％
就職先/進学先の例
　・NTTドコモ
　・京セラ
　・農林水産省
　・大和総研
　・横浜市立大学大学院
　・京都大学大学院

Vol.14 令和5年8月発行

横浜市立大学周年史
デジタルアーカイブはこちら。

研究科

都市社会文化研究科

国際マネジメント研究科

生命ナノシステム科学研究科

生命医科学研究科

データサイエンス研究科

医学研究科医科学専攻

医学研究科看護学専攻

合計（人）

学生数

68

43

134

121

95

437

68

966

博士前期

49

35

118

85

81

38

44

450

博士後期

19

8

16

36

14

399

24

516

学部

国際総合科学部

国際教養学部

国際商学部

理学部

データサイエンス学部

医学部

合計（人）

医学科

看護学科

学生数

68

1,253

1,165

519

259

557

411

4,232

男子

34

303

577

268

184

343

9

1,718

女子

34

950

588

251

75

214

402

2,514

横浜市立大学基金へのご支援の御礼およびご報告
　昨年度の進交会報にてご支援をお願いいたしました横浜市立大学基
金には進交会様から団体としてご支援をいただき、さらに卒業生の皆
様から588件に上るご寄附をいただきました。教職員一同、心より感謝
申し上げます。

　令和2年度に募集を開始した「新型コロナウイルス対策基金」は令和
5年3月末に終了いたしました。進交会員の皆様からたくさんのご支援
を賜り、重ねて御礼申し上げます。お寄せいただい寄附金は、学生の
食の支援や遠隔授業を行うための環境整備のほか、医療従事者の感染
予防対策など有効に活用しております。詳細は大学Webサイトに掲載
しておりますので、是非ご覧ください。

　現在、横浜市立大学では、2028年の創立100周年に向けた記念事業
へのご支援を募っております。引き続き皆様からの温かいご支援ご協
力をよろしくお願いいたします。

新型コロナウイルス
対策基金へのお礼、
活用状況に関してはこちら

寄附実績のご報告

令和4年4月1日～令和5年3月31日
寄附件数
　　1,047件
（うち卒業生から 588件）
寄附金総額
　　209,150,530円
（うち卒業生から 144,170,001円）

YCU100募金　寄附 検索

問い合わせ先
横浜市立大学　基金担当
TEL：045-787-2447
E-mail：kifu@yokohama-cu.ac.jp

詳しい情報は大学Webサイトをご覧ください。
インターネットからもお申込みいただけます。

日本唯一のSUP部
国際教養学部3年 YCU SUP team　中川　匠士

　SUP（スタンドアップパドルボード）は、水
上でボードの上に立ちパドルで漕ぐマリンスポ
ーツです。ここ数年で知名度・人気共に急上昇
したアクティビティですが、私たちは速さを競
うことを主としています。
　今年度、新入生が7月時点で17名新たに加わ
り、現在22人で活動しています。大学近くの海
の公園や、横浜みなとみらい、平塚相模川で
「全日本学生SUP連盟」に所属する他大学の学
生と毎日技術を高めあっています。  
　パドルの位置や体の使い方を少し変えるだけ
でも速さが変わってくるので日々意欲を持って
練習することができています。秋の学生選手権
大会でのチーム優勝に向けさらに漕ぎに磨きを
かけていきたいと考えております。今後ともご
声援のほどよろしくお願いいたします。

メモリースポーツで日本記録樹立！
理学部理学科4年　外園　清香

　「メモリースポーツ」
は、その名の通り「記憶力
を競う」頭脳スポーツで、
ランダムに並んだ数字やト
ランプなどを短時間でどれ
だけたくさん記憶できるか
を競い合います。「記憶術」
と呼ばれるテクニックを活用することで誰でも後天的
に伸ばすことができます。
　私のメモリースポーツとの出会いは、3年前にテレ
ビで偶然見た特集番組です。当時はコロナ禍の真っ只
中で、家で楽しめればと練習を始めました。初めは
「本当に記憶できるようになるのか？」と疑いを抱い
ていましたが、日に日に記録が伸びていくのが嬉しく
気づけば熱中していました。昨年度にはYCU Student 
Awardを頂戴しました。
　今年末には、ドイツで開催される世界大会に参加予
定です。

主な受賞歴
2022年　江戸川Speed Cards Challenge単発部門優勝・女子日本記録更新
2022年　Korea Memory League Championship（韓国大会）優勝
2022年　Japan Memory League Championship（日本大会）第3位
2023年　World Memory League Championship（世界大会）ベスト16入賞
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◆
令
和
４
年
度
卒
業
生
の
進
路

国
際
教
養
学
部
、
国
際
商
学
部
、
理
学
部

お
よ
び
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
卒
業

生
の
進
路
を
紹
介
し
ま
す
。
国
際
教
養
学

部
、
国
際
商
学
部
、
理
学
部
は
学
部
再
編

後
、
初
の
卒
業
生
輩
出
に
な
り
ま
す
。

◆
数
字
で
見
る
Ｙ
Ｃ
Ｕ

・
留
学
生
数
１
２
５
人
（
12
ヵ
国
・
地
域
）

　（
令
和
５
年
５
月
１
日
現
在
）

・
医
師
国
家
試
験
合
格
率
　
９
７
．
９
％

　
令
和
４
年
度
医
学
部
医
学
科
の
実
績
　

　（
全
国
平
均
９
１
．
６
％
）※

既
卒
含
む

・
看
護
師
国
家
試
験
合
格
率
　
１
０
０
％

　
令
和
４
年
度
医
学
部
看
護
学
科
の
実
績

　（
全
国
平
均
９
０
．
８
％
）

・
男
女
比
　
男
子
41
％
　
女
子
59
％

　（
令
和
５
年
５
月
１
日
現
在
　
学
部
生
）

◇
横
浜
市
立
大
学
の
学
生
数

　
（
令
和
５
年
５
月
１
日
現
在
）

◆
Ｙ
Ｃ
Ｕ
通
信

 

「
Ｙ
Ｃ
Ｕ
通
信
」
は
毎
年
、
卒
業
生
の

皆
様
の
ご
自
宅
に
お
届
け
し
て
い
る
大
学

発
行
の
卒
業
生
向
け
広
報
誌
で
す
。
大
学

や
在
学
生
の
今
、
卒
業
生
の
活
躍
情
報
な

ど
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
広
報
誌
が
届

い
て
い
な
い
と
い
う
方
、
住
所
変
更
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

☆
お
問
合
せ
先

　
広
報
課 

卒
業
生
・
基
金
担
当

　Tel 045-787-2026

　M
ailobog@

yokoham
a-cu.ac.jp

〈12〉〈13〉令和5年10月

大
学
だ
よ
り

国際商学部
就職内定率※1　99.5％
進学率※2　1.7％
就職先/進学先の例
　・横浜市役所
　・横浜銀行
　・オープンハウスグループ
　・クボタ
　・日立システムズ
　・NTTファイナンス
　・TIS
　・University of Edinburgh Business School
※１ 就職内定率：就職者数÷就職希望者数
※２ 進学率：進学者数÷卒業者数

国際教養学部
就職内定率※1　97.5％
進学率※2　5.3％
就職先/進学先の例
　・横浜市役所
　・エムスリーキャリア
　・神奈川県庁
　・横浜市社会事業協会
　・外務省
　・三井不動産リアルティ
　・横浜岡田屋
　・横浜市立大学大学院
　・東京学芸大学大学院

データサイエンス学部
就職内定率※1　100％
進学率※2　27.9％
就職先/進学先の例
　・ANAシステムズ
　・電通デジタル
　・日本アイ・ビー・エム
　・横浜銀行
　・福岡ソフトバンクホークス
　・東京医科大学大学院
※１ 就職内定率：就職者数÷就職希望者数
※２ 進学率：進学者数÷卒業者数

理学部
就職内定率※１　100％
進学率※2　66.7％
就職先/進学先の例
　・NTTドコモ
　・京セラ
　・農林水産省
　・大和総研
　・横浜市立大学大学院
　・京都大学大学院

Vol.14 令和5年8月発行

横浜市立大学周年史
デジタルアーカイブはこちら。

研究科

都市社会文化研究科

国際マネジメント研究科

生命ナノシステム科学研究科

生命医科学研究科

データサイエンス研究科

医学研究科医科学専攻

医学研究科看護学専攻

合計（人）

学生数

68

43

134

121

95

437

68

966

博士前期

49

35

118

85

81

38

44

450

博士後期

19

8

16

36

14

399

24

516

学部

国際総合科学部

国際教養学部

国際商学部

理学部

データサイエンス学部

医学部

合計（人）

医学科

看護学科

学生数

68

1,253

1,165

519

259

557

411

4,232

男子

34

303

577

268

184

343

9

1,718

女子

34

950

588

251

75

214

402

2,514

横浜市立大学基金へのご支援の御礼およびご報告
　昨年度の進交会報にてご支援をお願いいたしました横浜市立大学基
金には進交会様から団体としてご支援をいただき、さらに卒業生の皆
様から588件に上るご寄附をいただきました。教職員一同、心より感謝
申し上げます。

　令和2年度に募集を開始した「新型コロナウイルス対策基金」は令和
5年3月末に終了いたしました。進交会員の皆様からたくさんのご支援
を賜り、重ねて御礼申し上げます。お寄せいただい寄附金は、学生の
食の支援や遠隔授業を行うための環境整備のほか、医療従事者の感染
予防対策など有効に活用しております。詳細は大学Webサイトに掲載
しておりますので、是非ご覧ください。

　現在、横浜市立大学では、2028年の創立100周年に向けた記念事業
へのご支援を募っております。引き続き皆様からの温かいご支援ご協
力をよろしくお願いいたします。

新型コロナウイルス
対策基金へのお礼、
活用状況に関してはこちら

寄附実績のご報告

令和4年4月1日～令和5年3月31日
寄附件数
　　1,047件
（うち卒業生から 588件）
寄附金総額
　　209,150,530円
（うち卒業生から 144,170,001円）

YCU100募金　寄附 検索

問い合わせ先
横浜市立大学　基金担当
TEL：045-787-2447
E-mail：kifu@yokohama-cu.ac.jp

詳しい情報は大学Webサイトをご覧ください。
インターネットからもお申込みいただけます。

日本唯一のSUP部
国際教養学部3年 YCU SUP team　中川　匠士

　SUP（スタンドアップパドルボード）は、水
上でボードの上に立ちパドルで漕ぐマリンスポ
ーツです。ここ数年で知名度・人気共に急上昇
したアクティビティですが、私たちは速さを競
うことを主としています。
　今年度、新入生が7月時点で17名新たに加わ
り、現在22人で活動しています。大学近くの海
の公園や、横浜みなとみらい、平塚相模川で
「全日本学生SUP連盟」に所属する他大学の学
生と毎日技術を高めあっています。  
　パドルの位置や体の使い方を少し変えるだけ
でも速さが変わってくるので日々意欲を持って
練習することができています。秋の学生選手権
大会でのチーム優勝に向けさらに漕ぎに磨きを
かけていきたいと考えております。今後ともご
声援のほどよろしくお願いいたします。

メモリースポーツで日本記録樹立！
理学部理学科4年　外園　清香

　「メモリースポーツ」
は、その名の通り「記憶力
を競う」頭脳スポーツで、
ランダムに並んだ数字やト
ランプなどを短時間でどれ
だけたくさん記憶できるか
を競い合います。「記憶術」
と呼ばれるテクニックを活用することで誰でも後天的
に伸ばすことができます。
　私のメモリースポーツとの出会いは、3年前にテレ
ビで偶然見た特集番組です。当時はコロナ禍の真っ只
中で、家で楽しめればと練習を始めました。初めは
「本当に記憶できるようになるのか？」と疑いを抱い
ていましたが、日に日に記録が伸びていくのが嬉しく
気づけば熱中していました。昨年度にはYCU Student 
Awardを頂戴しました。
　今年末には、ドイツで開催される世界大会に参加予
定です。

主な受賞歴
2022年　江戸川Speed Cards Challenge単発部門優勝・女子日本記録更新
2022年　Korea Memory League Championship（韓国大会）優勝
2022年　Japan Memory League Championship（日本大会）第3位
2023年　World Memory League Championship（世界大会）ベスト16入賞
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〈14〉〈15〉令和5年10月

森下和装工業株式会社
代表　  森下　正勝         
昭37年Ｙ校卒 （硬式野球部）
〒245-0004
横浜市泉区領家３－９－７

森下正勝 著 （文芸社）  

『消費税は減税できる』 絶賛発売中

Ｙ校から今日（イマ）を目指して職人に賭けた『一生』 
質実剛健を旨とし誠を尽くす職人になろうと  
今、創業106年  
畳と襖、小修理の専門店。和の文化を守る。 

電話 045－811－4696 

令
和
５
年
度
近
畿
進
交
会
総
会
及
び

「
集
い
」
の
ご
案
内

近
畿
進
交
会
会
長
　
麻
野 

広
行
（
商
昭
50
卒
）

　
今
年
度
は
、
野
々
山
隆
幸
横
浜
市
立
大
学

名
誉
教
授
に
よ
る
特
別
講
義
が
あ
り
ま
す
。

関
西
在
住
の
野
々
山
ゼ
ミ
出
身
者
は
、
全
員

集
合
さ
れ
た
し
！

　
野
々
山
隆
幸
名
誉
教
授
の
談
話
か
ら

「
関
西
に
多
く
の
野
々
山
ゼ
ミ
出
身
者
が
い
ま
す

ね
。頼
も
し
い
か
ぎ
り
で
す
。「
集
い
」の
当
日
、

お
会
い
で
き
れ
ば
教
師
冥
利
に
つ
き
ま
す
。参
集

を
呼
び
か
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

１
時
間
程
度
の
特
別
講
義
、お
引
き
受
け
い
た

し
ま
す
。」

テ
ー
マ「
セ
ブ
ン
＆
ア

イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
の
経
営
戦
略
〜
〜

多
角
化
か
ら
選
択
と

集
中
〜
」

　
横
浜
市
立
大
学
の
源
流
は
、横
浜
市
立
横
浜

商
業
専
門
学
校（
Ｙ
専
）で
す
。Ｙ
専
の
卒
業
生

に
伊
藤
ヨ
ー
カ
堂
グ
ル
ー
プ
創
業
者
の
故
・
伊
藤

雅
俊
氏
が
い
ま
す
。

　
「
し
ん
こ
う
」
78
号（
９
／
20
発
送
予
定
）に

案
内
ハ
ガ
キ
同
封
、メ
ー
ル
で
も
受
付
ま
す
。

日
時
：
11
月
12
日（
日
）12
時
〜
15
時

場
所
：
大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル
（
大
阪
駅
前
）

費
用
：
八
千
円
（
懇
親
会
費
含
む
）

連
絡
先
：asano3300ha@

yahoo.co.jp

　
関
西
に
在
住
さ
れ
て
い
な
く
て
も
野
々
山

隆
幸
名
誉
教
授
に
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し
た

い
と
思
わ
れ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

　
な
お
、
令
和
４
年
度
総
会
及
び
「
集
い
」

は
進
交
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
長
交
代
に
つ
き
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

千
葉
県
支
部
会
長
　
川
島 

貞
夫
（
商
昭
52
卒
）

　
昨
年
11
月
12
日
、
３
年
ぶ
り
に
第
20
回
総

会
が
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
千
葉
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
学
か
ら
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

長
山
崎
眞
見
さ
ん
、
卒
業
生
担
当
の
田
島
友

美
さ
ん
及
び
進
交
会
理
事
（
横
市
大
同
窓
会

事
務
局
）
の
西
尾
留
美
子
さ
ん
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
、
岩
瀬
良
三
前
会
長
ほ
か
17
名
の
会

員
と
と
も
に
、
近
況
報
告
等
を
交
え
な
が
ら

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
飯
野
芳
郎
会

長
か
ら
突
然
の
辞
意
表
明
が
あ
り
、
図
ら
ず

も
次
期
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
支
部
会
員
の
交
流
と
親
睦
を

深
め
、
母
校
の
発

展
の
た
め
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
総
会

は
、
11
月
４
日

（
土
）
午
後
１
時

＠
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ

千
葉
で
す
。

連
絡
先
：

sadao218@
g-

m
ail.com

久
し
ぶ
り
の
再
会

北
陸
支
部
　
小
林 

雅
恵
（
文
昭
54
卒
）

　
第
20
回
進
交
会
北
陸
支
部
総
会
は
令
和
４

年
11
月
３
日
（
木
）
、
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
金

沢
に
て
会
員
９
名
と
横
浜
市
立
大
学
か
ら
理

事
長
の
小
山
内
い
づ
美
氏
、
広
報
課
卒
業
生

担
当
の
山
崎
亮
子
氏
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
令
和
２
〜
３
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
か
ら
、
総
会
の

開
催
を
や
む
な
く
中
止
と
し
た
た
め
、
参
加

者
も
久
し
ぶ
り
の
再
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
小
山
内
理
事
長
か
ら
、
横
浜
市

立
大
学
は
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
育
成
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
的
な
活

動
が
評
価
さ
れ
、
学
生
数
５,
０
０
０
人
未

満
の
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
世
界
16
位
、

日
本
で
は
２
位
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

母
校
の
活
躍
の
様
子
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
の
近
況
報
告
や
支
部
の

活
性
化
に
つ
い
て
の
提
案
や
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
例
年
よ
り
参
加
者
は
減

り
ま
し
た
が
、
福
井
県
か
ら
初
参
加
し
て
く

だ
さ
っ
た
会
員
も
い
て
、
大
変
和
や
か
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
令
和
５
年
９
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た

金
沢Jazz 

Street

に
、
横
浜
市
立
大

学Second W
ind 

Jazz 
O
rchestra

が
出
場
し
ま
し

た
。
こ
の
演
奏
会

と
コ
ラ
ボ
す
る
形

で
、
同
日
に
令
和

５
年
度
北
陸
支
部

総
会
な
ら
び
に
学

生
と
の
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

会
員
一
人
ひ
と
り
の
思
い
出
話
を
皆

で
共
有

名
古
屋
支
部
　
三
宅 
美
緒
（
文
理
昭
52
卒
）

　
令
和
５
年
度
　
進
交
会
名
古
屋
支
部
総
会

は
、
６
月
24
日
（
土
）
13
時
よ
り
、
名
古
屋

市
中
区
大
須
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

「
リ
ガ
リ
ド
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

学
か
ら
は
、
学
長
の
相
原
道
子
先
生
、
広
報

課
の
尾
山
靖
さ
ん
、
進
交
会
か
ら
は
副
理
事

長
の
金
子
延
康
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
会
員

は
昭
和
29
年
卒
か
ら
平
成
８
年
卒
ま
で
の
、

Ｙ
校
１
名
、
商
学
部
17
名
、
文
理
学
部
４

名
、
医
学
部
１
名
の
計
23
名
の
出
席
と
な
り

ま
し
た
。

　
最
初
に
、
相
原
学
長
か
ら
、
横
浜
市
大
が

Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
３
で

国
内
11
位
タ
イ
、
４
年
連
続
公
立
大
学
Ｔ
ｏ

ｐ
で
あ
る
こ
と
、
及
び
各
学
部
の
華
々
し
い

活
躍
ぶ
り
を
紹
介
さ
れ
、
ま
た
広
報
課
の
尾

山
さ
ん
か
ら
は
、
横
浜
市
大
基
金
に
つ
い
て

の
説
明
と
寄
附
の
お
願
い
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　
懇
親
会
で
は
、
出
席
さ
れ
た
会
員
の
在
学

当
時
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
１
９
６
０

年
代
の
学
生
運
動
の
話
や
、
講
義
よ
り
部
活

優
先
の
日
々
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
今
で
こ

そ
笑
い
話
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
真

剣
に
生
き
て
い
た
学
生
時
代
で
あ
っ
た
こ
と

を
確
認
し
合
い
、
な
ご
や
か
な
会
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
会
員
一

人
一
人
の
話
を
共
有

で
き
た
こ
と
が
一
番

の
成
果
で
あ
り
、
こ

の
経
験
を
次
回
の
活

動
に
生
か
し
て
、
よ

り
多
く
の
同
窓
生
の

方
々
と
、
親
睦
を
深

め
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

◆
活
動
報
告

２
０
２
２
年
度
（
一
社
）
進
交
会
総
会

日
　
時
　
令
和
５
年
５
月
20
日
（
土
）

場
　
所
　
進
交
会
館
３
階
会
議
室

出
席
者
　
47
名
（
委
任
状
42
名
）

右
記
の
通
り
開
催
し
、
第
１
号
議
案
　
２
０

２
２
年
度
事
業
報
告
（
案
）
、
第
２
号
議
案

　
２
０
２
２
年
度
貸
借
対
照
表
及
び
正
味
財

産
増
減
計
算
書
（
案
）
は
す
べ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

進
交
会
報
Ｙ
校
版
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

「
小
野
光
景
の
功
績
と
偉
大
さ
を
学
ぶ
」

　
小
野
光
景
は
、
信
濃
国
伊
那
郡
小
野
村

の
名
家
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　
１
８
８
２
年
（
明
治
15
年
）
Ｙ
校
の
前

身
で
あ
り
、
横
浜
市
大
の
ル
ー
ツ
で
も
あ

る
横
浜
商
法
学
校
を
創
立
し
た
。

　
翌
１
８
８
３
年
、
絹
糸
輸
出
商
社
の
小

野
商
店
を
創
業
。
そ
の
後
横
浜
正
金
銀
行

（
東
京
銀
行
の
前
身
）
頭
取
、
横
浜
商
工

会
議
所
会
頭
な
ど
を
歴
任
。
郷
里
の
小
野

で
小
野
駅
の
開
設
や
、
私
財
を
投
じ
て
学

校
、
図
書
館
、
病
院
等
の
建
設
に
貢
献
し

た
。

※

進
交
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
進
交
会
報
第

89
号
（
Ｙ
校
版
）
」
に
関
連
の
投
稿
記
事

が
あ
り
ま
す
。

自　令和４年　４月　１日
至　令和５年　３月３１日 　　　　　　　令和５年３月３１日現在

　（単位：円） （単位：円）
科　　       目 一般会計 特別会計 美澤基金 総合計 科　　       目 一般会計 特別会計 美澤基金 総合計

（1）経常収益 Ⅰ　資産の部
　　　基本財産受取利息 　1.流動資産
　　　広告料収益等 　　　現金預金
　　　貸室収益　 　　　未収入金
　　　共益費収益 　　　前払費用
　　　光熱費収益 　　流動資産合計
　　　みなと倶楽部収益 　2.固定資産
　　　文化教室収益 　（1）基本財産
　　　受取入会金 　　　奨学基金・定期預金
　　　受取会費 　　　基本金・定期預金
　　　　受取寄付金 　　基本財産合計
　　　　雑収入 　（2）特定資産
       経常収益計 　　　土地
（2）経常費用 　　　特定資産合計
　　　会報発行費 　（3）その他の固定資産
      その他の事業費 　　　建物
　　　行事費 　　　建物付属設備
　　　慶弔費 　　　什器備品
　　　母校関係費 　　　長期貸付金
　　　奨学金 　　　その他の固定資産合計
　　　みなと倶楽部運営費 　　固定資産合計
　　　文化教室運営費   3.事業間貸借 △ 130,113,628
　　　諸給 　　資産合計
　　　法定福利費 Ⅱ　負債の部
　　　交通費 　1.流動負債
　　　通信費 　　　前受金
　　　管理費 　　　従業員預り金
　　　修繕費 　　流動負債合計
　　　光熱費 　2.固定負債
　　　会議費 　　　前受入会金
　　　消耗品費 　　　預り金
　　　租税公課 　　　預り保証金
　　　固定資産税 　　　預り敷金
　　　減価償却費 　　　長期借入金
　　　支払利息 　　　固定負債合計
　　　保険料　       負債合計
　　　図書費 Ⅲ　正味財産の部
　　　諸会費 　1.指定正味財産
　　　衛生費 　　　奨学基金
　　　雑費 　　　基本金
    経常費用計 　　指定正味財産合計
　　当期経常増減額 △ 1, 668, 906 △ 1, 404, 160 △ 3, 073, 064 　　　（うち基本財産への充当額）
　一般正味財産期首残高 △ 170, 275, 067 　2.一般正味財産 △ 171, 679, 227
　一般正味財産期末残高 △ 171, 679, 227 　　正味財産合計 △ 171, 679, 227
　指定正味財産期末残高 　　負債及び正味財産合計
  正味財産期末残高 △ 171, 679, 227

正味財産増減計算書総括表 貸借対照表総括表

進　交　会　報 第89号

進
交
会
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り
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森下和装工業株式会社
代表　  森下　正勝         
昭37年Ｙ校卒 （硬式野球部）
〒245-0004
横浜市泉区領家３－９－７

森下正勝 著 （文芸社）  

『消費税は減税できる』 絶賛発売中

Ｙ校から今日（イマ）を目指して職人に賭けた『一生』 
質実剛健を旨とし誠を尽くす職人になろうと  
今、創業106年  
畳と襖、小修理の専門店。和の文化を守る。 

電話 045－811－4696 

令
和
５
年
度
近
畿
進
交
会
総
会
及
び

「
集
い
」
の
ご
案
内

近
畿
進
交
会
会
長
　
麻
野 

広
行
（
商
昭
50
卒
）

　
今
年
度
は
、
野
々
山
隆
幸
横
浜
市
立
大
学

名
誉
教
授
に
よ
る
特
別
講
義
が
あ
り
ま
す
。

関
西
在
住
の
野
々
山
ゼ
ミ
出
身
者
は
、
全
員

集
合
さ
れ
た
し
！

　
野
々
山
隆
幸
名
誉
教
授
の
談
話
か
ら

「
関
西
に
多
く
の
野
々
山
ゼ
ミ
出
身
者
が
い
ま
す

ね
。頼
も
し
い
か
ぎ
り
で
す
。「
集
い
」の
当
日
、

お
会
い
で
き
れ
ば
教
師
冥
利
に
つ
き
ま
す
。参
集

を
呼
び
か
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

１
時
間
程
度
の
特
別
講
義
、お
引
き
受
け
い
た

し
ま
す
。」

テ
ー
マ「
セ
ブ
ン
＆
ア

イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
の
経
営
戦
略
〜
〜

多
角
化
か
ら
選
択
と

集
中
〜
」

　
横
浜
市
立
大
学
の
源
流
は
、横
浜
市
立
横
浜

商
業
専
門
学
校（
Ｙ
専
）で
す
。Ｙ
専
の
卒
業
生

に
伊
藤
ヨ
ー
カ
堂
グ
ル
ー
プ
創
業
者
の
故
・
伊
藤

雅
俊
氏
が
い
ま
す
。

　
「
し
ん
こ
う
」
78
号（
９
／
20
発
送
予
定
）に

案
内
ハ
ガ
キ
同
封
、メ
ー
ル
で
も
受
付
ま
す
。

日
時
：
11
月
12
日（
日
）12
時
〜
15
時

場
所
：
大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル
（
大
阪
駅
前
）

費
用
：
八
千
円
（
懇
親
会
費
含
む
）

連
絡
先
：asano3300ha@

yahoo.co.jp

　
関
西
に
在
住
さ
れ
て
い
な
く
て
も
野
々
山

隆
幸
名
誉
教
授
に
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し
た

い
と
思
わ
れ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

　
な
お
、
令
和
４
年
度
総
会
及
び
「
集
い
」

は
進
交
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
長
交
代
に
つ
き
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

千
葉
県
支
部
会
長
　
川
島 

貞
夫
（
商
昭
52
卒
）

　
昨
年
11
月
12
日
、
３
年
ぶ
り
に
第
20
回
総

会
が
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
千
葉
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
学
か
ら
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

長
山
崎
眞
見
さ
ん
、
卒
業
生
担
当
の
田
島
友

美
さ
ん
及
び
進
交
会
理
事
（
横
市
大
同
窓
会

事
務
局
）
の
西
尾
留
美
子
さ
ん
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
、
岩
瀬
良
三
前
会
長
ほ
か
17
名
の
会

員
と
と
も
に
、
近
況
報
告
等
を
交
え
な
が
ら

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
飯
野
芳
郎
会

長
か
ら
突
然
の
辞
意
表
明
が
あ
り
、
図
ら
ず

も
次
期
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
支
部
会
員
の
交
流
と
親
睦
を

深
め
、
母
校
の
発

展
の
た
め
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
総
会

は
、
11
月
４
日

（
土
）
午
後
１
時

＠
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ

千
葉
で
す
。

連
絡
先
：

sadao218@
g-

m
ail.com

久
し
ぶ
り
の
再
会

北
陸
支
部
　
小
林 

雅
恵
（
文
昭
54
卒
）

　
第
20
回
進
交
会
北
陸
支
部
総
会
は
令
和
４

年
11
月
３
日
（
木
）
、
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
金

沢
に
て
会
員
９
名
と
横
浜
市
立
大
学
か
ら
理

事
長
の
小
山
内
い
づ
美
氏
、
広
報
課
卒
業
生

担
当
の
山
崎
亮
子
氏
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
令
和
２
〜
３
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
か
ら
、
総
会
の

開
催
を
や
む
な
く
中
止
と
し
た
た
め
、
参
加

者
も
久
し
ぶ
り
の
再
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
小
山
内
理
事
長
か
ら
、
横
浜
市

立
大
学
は
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
育
成
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
的
な
活

動
が
評
価
さ
れ
、
学
生
数
５,
０
０
０
人
未

満
の
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
世
界
16
位
、

日
本
で
は
２
位
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

母
校
の
活
躍
の
様
子
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
の
近
況
報
告
や
支
部
の

活
性
化
に
つ
い
て
の
提
案
や
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
例
年
よ
り
参
加
者
は
減

り
ま
し
た
が
、
福
井
県
か
ら
初
参
加
し
て
く

だ
さ
っ
た
会
員
も
い
て
、
大
変
和
や
か
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
令
和
５
年
９
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た

金
沢Jazz 

Street

に
、
横
浜
市
立
大

学Second W
ind 

Jazz 
O
rchestra

が
出
場
し
ま
し

た
。
こ
の
演
奏
会

と
コ
ラ
ボ
す
る
形

で
、
同
日
に
令
和

５
年
度
北
陸
支
部

総
会
な
ら
び
に
学

生
と
の
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

会
員
一
人
ひ
と
り
の
思
い
出
話
を
皆

で
共
有

名
古
屋
支
部
　
三
宅 

美
緒
（
文
理
昭
52
卒
）

　
令
和
５
年
度
　
進
交
会
名
古
屋
支
部
総
会

は
、
６
月
24
日
（
土
）
13
時
よ
り
、
名
古
屋

市
中
区
大
須
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

「
リ
ガ
リ
ド
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

学
か
ら
は
、
学
長
の
相
原
道
子
先
生
、
広
報

課
の
尾
山
靖
さ
ん
、
進
交
会
か
ら
は
副
理
事

長
の
金
子
延
康
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
会
員

は
昭
和
29
年
卒
か
ら
平
成
８
年
卒
ま
で
の
、

Ｙ
校
１
名
、
商
学
部
17
名
、
文
理
学
部
４

名
、
医
学
部
１
名
の
計
23
名
の
出
席
と
な
り

ま
し
た
。

　
最
初
に
、
相
原
学
長
か
ら
、
横
浜
市
大
が

Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
３
で

国
内
11
位
タ
イ
、
４
年
連
続
公
立
大
学
Ｔ
ｏ

ｐ
で
あ
る
こ
と
、
及
び
各
学
部
の
華
々
し
い

活
躍
ぶ
り
を
紹
介
さ
れ
、
ま
た
広
報
課
の
尾

山
さ
ん
か
ら
は
、
横
浜
市
大
基
金
に
つ
い
て

の
説
明
と
寄
附
の
お
願
い
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　
懇
親
会
で
は
、
出
席
さ
れ
た
会
員
の
在
学

当
時
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
１
９
６
０

年
代
の
学
生
運
動
の
話
や
、
講
義
よ
り
部
活

優
先
の
日
々
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
今
で
こ

そ
笑
い
話
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
真

剣
に
生
き
て
い
た
学
生
時
代
で
あ
っ
た
こ
と

を
確
認
し
合
い
、
な
ご
や
か
な
会
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
会
員
一

人
一
人
の
話
を
共
有

で
き
た
こ
と
が
一
番

の
成
果
で
あ
り
、
こ

の
経
験
を
次
回
の
活

動
に
生
か
し
て
、
よ

り
多
く
の
同
窓
生
の

方
々
と
、
親
睦
を
深

め
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

◆
活
動
報
告

２
０
２
２
年
度
（
一
社
）
進
交
会
総
会

日
　
時
　
令
和
５
年
５
月
20
日
（
土
）

場
　
所
　
進
交
会
館
３
階
会
議
室

出
席
者
　
47
名
（
委
任
状
42
名
）

右
記
の
通
り
開
催
し
、
第
１
号
議
案
　
２
０

２
２
年
度
事
業
報
告
（
案
）
、
第
２
号
議
案

　
２
０
２
２
年
度
貸
借
対
照
表
及
び
正
味
財

産
増
減
計
算
書
（
案
）
は
す
べ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

進
交
会
報
Ｙ
校
版
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

「
小
野
光
景
の
功
績
と
偉
大
さ
を
学
ぶ
」

　
小
野
光
景
は
、
信
濃
国
伊
那
郡
小
野
村

の
名
家
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　
１
８
８
２
年
（
明
治
15
年
）
Ｙ
校
の
前

身
で
あ
り
、
横
浜
市
大
の
ル
ー
ツ
で
も
あ

る
横
浜
商
法
学
校
を
創
立
し
た
。

　
翌
１
８
８
３
年
、
絹
糸
輸
出
商
社
の
小

野
商
店
を
創
業
。
そ
の
後
横
浜
正
金
銀
行

（
東
京
銀
行
の
前
身
）
頭
取
、
横
浜
商
工

会
議
所
会
頭
な
ど
を
歴
任
。
郷
里
の
小
野

で
小
野
駅
の
開
設
や
、
私
財
を
投
じ
て
学

校
、
図
書
館
、
病
院
等
の
建
設
に
貢
献
し

た
。

※

進
交
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
進
交
会
報
第

89
号
（
Ｙ
校
版
）
」
に
関
連
の
投
稿
記
事

が
あ
り
ま
す
。

自　令和４年　４月　１日
至　令和５年　３月３１日 　　　　　　　令和５年３月３１日現在

　（単位：円） （単位：円）
科　　       目 一般会計 特別会計 美澤基金 総合計 科　　       目 一般会計 特別会計 美澤基金 総合計

（1）経常収益 Ⅰ　資産の部
　　　基本財産受取利息 　1.流動資産
　　　広告料収益等 　　　現金預金
　　　貸室収益　 　　　未収入金
　　　共益費収益 　　　前払費用
　　　光熱費収益 　　流動資産合計
　　　みなと倶楽部収益 　2.固定資産
　　　文化教室収益 　（1）基本財産
　　　受取入会金 　　　奨学基金・定期預金
　　　受取会費 　　　基本金・定期預金
　　　　受取寄付金 　　基本財産合計
　　　　雑収入 　（2）特定資産
       経常収益計 　　　土地
（2）経常費用 　　　特定資産合計
　　　会報発行費 　（3）その他の固定資産
      その他の事業費 　　　建物
　　　行事費 　　　建物付属設備
　　　慶弔費 　　　什器備品
　　　母校関係費 　　　長期貸付金
　　　奨学金 　　　その他の固定資産合計
　　　みなと倶楽部運営費 　　固定資産合計
　　　文化教室運営費   3.事業間貸借 △ 130,113,628
　　　諸給 　　資産合計
　　　法定福利費 Ⅱ　負債の部
　　　交通費 　1.流動負債
　　　通信費 　　　前受金
　　　管理費 　　　従業員預り金
　　　修繕費 　　流動負債合計
　　　光熱費 　2.固定負債
　　　会議費 　　　前受入会金
　　　消耗品費 　　　預り金
　　　租税公課 　　　預り保証金
　　　固定資産税 　　　預り敷金
　　　減価償却費 　　　長期借入金
　　　支払利息 　　　固定負債合計
　　　保険料　       負債合計
　　　図書費 Ⅲ　正味財産の部
　　　諸会費 　1.指定正味財産
　　　衛生費 　　　奨学基金
　　　雑費 　　　基本金
    経常費用計 　　指定正味財産合計
　　当期経常増減額 △ 1, 668, 906 △ 1, 404, 160 △ 3, 073, 064 　　　（うち基本財産への充当額）
　一般正味財産期首残高 △ 170, 275, 067 　2.一般正味財産 △ 171, 679, 227
　一般正味財産期末残高 △ 171, 679, 227 　　正味財産合計 △ 171, 679, 227
　指定正味財産期末残高 　　負債及び正味財産合計
  正味財産期末残高 △ 171, 679, 227

正味財産増減計算書総括表 貸借対照表総括表

進　交　会　報 第89号

進
交
会
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り
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卒業式

SDGsオンラインセミナー

秋のメインストリート

附属病院（福浦）本館玄関

春らんまんの中庭

〈1〉令和5年10月

～ 人と進んで交わり、共に資質を高めよ。～
進交会は、横浜市立大学（市大）と横浜市立横浜商業高等学校（Y校）の同窓会です。
「人と進んで交わり、共に資質を高めよ。」は、Y校初代校長の美澤進先生（福沢諭吉の高弟）の言葉です。

横浜市大
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訃 

報

平
成
18
年

宮

澤

三

夫 

（
昭
52
商
）

平
成
19
年

広

瀬

猛

雄 

（
昭
32
文
）

平
成
22
年

渡

辺

隆
一
郎 
（
昭
24
医
専
）

平
成
24
年

吉

岡

光

矢 

（
昭
51
商
）

平
成
25
年

永

田

慎

典 

（
昭
37
商
）

平
成
27
年

山

口

昭

男 

（
昭
26
医
専
）

後

谷

昌

男 

（
昭
33
商
）

吉

岡

正

明 

（
昭
43
商
）

春

木

繁

一 

（
昭
42
医
）

平
成
28
年

水

野

志
保
子 

（
昭
52
二
看
）

平
成
29
年

前

田

直

純 

（
昭
18
専
）

柳

沢

春

夫 

（
昭
22
専
）

平
成
30
年

　
原

吉

春 

（
昭
32
商
）

太

田

容
之
助 

（
昭
54
文
）

令
和
元
年

大

下

秀

夫 

（
昭
39
商
）

嶋

田

鋭

二 

（
昭
38
文
）

平

松

章

 

（
昭
40
文
）

令
和
２
年

染

谷

桂

助 

（
昭
25
専
）

船

越

長

遠 

（
昭
26
医
専
）

佐

藤

康

 

（
昭
30
商
）

大

羽

利

典 

（
昭
31
商
）

山

本

日
出
夫 

（
昭
31
商
）

柏

木

政

伸 

（
昭
33
医
）

大

村

守

一 

（
昭
35
商
）

天

野

賢

次 

（
昭
45
文
）

天

木

重

喜 

（
昭
46
商
）

令
和
３
年

安

永

貴

則 

（
昭
23
専
）

石

黒

吉
太
郎 

（
昭
24
専
）

大

武

秋

笙 

（
昭
24
医
専
）

村

上

隆

 

（
昭
25
専
）

米

山

裕

 

（
昭
31
商
）

山

森

希

典 

（
昭
31
文
）

中

川

透

 

（
昭
31
医
）

三

浦

鉄

夫 

（
昭
32
商
）

髙

田

継

男 

（
昭
32
理
）

前

川

正

道 

（
昭
33
商
）

秋

田

耕

作 

（
昭
34
商
）

北

澤

久

三 

（
昭
34
商
）

清

水

弘

道 

（
昭
34
商
）

堀

内

弘

雄 

（
昭
35
文
）

中

沢

保

二 

（
昭
35
理
）

橋

本

十
三
夫 

（
昭
37
商
）

飯

島

弘

巳 

（
昭
39
文
）

立

花

義

遼 

（
昭
42
文
）

染

井

佳

夫 

（
昭
46
文
）

令
和
４
年

藤

本

明

 

（
昭
16
専
）

浅

野

稔

 

（
昭
18
専
）

新

井

豊
 

（
昭
20
専
）

栗

原

政

雄 

（
昭
20
専
）

石

橋

喜

夫 
（
昭
23
専
）

添

田

泰

孝 
（
昭
24
医
専
）

土

屋

彪

 

（
昭
25
専
）

武

田

智

 

（
昭
25
医
専
）

吉

野

二

男 

（
昭
26
医
専
）

二

宮

利

明 

（
昭
28
商
）

土

屋

義

雄 

（
昭
28
医
）

明

石

宗

一 

（
昭
29
商
）

北

村

亘

 

（
昭
29
商
）

伊

津

守

男 

（
昭
30
商
）

富

永

禎

郎 

（
昭
30
商
）

佐

藤

升

 

（
昭
31
商
）

鈴

木

靖

夫 

（
昭
31
商
）

長

坂

文

之 

（
昭
31
商
）

宮

原

亮

 

（
昭
31
商
）

梅

原

仁

 

（
昭
32
商
）

石

河

利

雄 

（
昭
32
文
）

三

栖

萬
喜
夫 

（
昭
32
文
）

　
原

徹

也 

（
昭
32
医
）

江

田

伸

二 

（
昭
33
商
）

掛

川

仲

次 

（
昭
33
商
）

小

河

慶
一
郎 

（
昭
33
文
）

松

下

左

門 

（
昭
33
文
）

矢

野

秀

雄 

（
昭
33
理
）

　
畑

宏

 

（
昭
34
医
）

赤

澤

芳

三 

（
昭
35
商
）

斉

藤

真

一 

（
昭
35
商
）

古

内

康

夫 

（
昭
35
商
）

真

田

寿

夫 

（
昭
35
文
）

小
笠
原

俊

介 

（
昭
36
商
）

木

原

健
一
郎 

（
昭
36
商
）

浅

井

敬

 

（
昭
37
文
）

坂

本

実

 

（
昭
37
文
）

倉

田

紀

治 

（
昭
38
商
）

藤

池

武

人 

（
昭
38
商
）

内

田

正

子 

（
昭
38
文
）

藤

岡

一

明 

（
昭
38
文
）

新

谷

迪

子 

（
昭
39
文
）

鎌

田

邦

夫 

（
昭
43
数
）

臼

井

世

子 

（
昭
44
文
）

加

藤

勝

彦 

（
昭
45
文
）

堀

越

武

男 

（
昭
45
文
）

星

野

茂

 

（
昭
46
商
）

藤

本

泰

則 

（
昭
48
医
）

水

野

修

 

（
昭
49
商
）

村

上

フ
ミ
ヒ
コ
（
昭
49
商
）

高

木

美
砂
子 

（
昭
50
文
）

荒

木

重

行 

（
昭
51
商
）

五

島

明

彦 

（
昭
54
医
）

佐

藤

伝

 

（
昭
57
数
）

小

松

誠

昭 

（
昭
59
商
）

令
和
５
年

伊

藤

雅

俊 

（
昭
19
専
）

山

本

治

夫 

（
昭
30
商
）

佐
波
古

直

暢 

（
昭
32
文
）

井

出

研

 

（
昭
34
医
）

大

多

和

勇 

（
昭
37
商
）

高

野

桂

一 

（
昭
38
商
）

安

藤

滋

 
（
昭
39
商
）

安

藤

博

志 
（
昭
39
商
）

田

村

隆

世 

（
昭
39
商
）

寺

西

一

紘 

（
昭
39
商
）

高

橋

進

 

（
昭
40
文
）

市

川

壽

三 

（
昭
45
商
）

不
明

長
谷
川

俊

晴 

（
昭
12
専
）

井

上

正

雄 

（
昭
30
商
）

村

田

寛

 

（
昭
32
文
）

野

口

幹

夫 

（
昭
34
商
）

佐
々
木

弘

 

（
昭
36
商
）

渋

谷

利

郎 

（
昭
37
文
）

渡

辺

新

 

（
昭
42
文
）

　
菊
香
る
候
、
進
交
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
進
交
会
報
第
89
号
は
Ｙ
校
版
と
市
大

版
の
分
冊
発
行
３
年
目
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
あ
る
活
動
の
様
子
を
お
読
み
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
　
　

　
次
年
度
に
は
、
進
交
会
報
90
号
と
な
り
ま

す
。
広
報
・
Ｈ
Ｐ
委
員
会
で
は
、
紙
面
の
よ
り

一
層
の
充
実
と
工
夫
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
進
交
会
報
の
充
実
を
目
指
し
て
会

員
の
皆
様
か
ら
企
画
等
の
ご
意
見
ご
示
唆
を
い

た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
会
報
へ
の
広
告
ご
掲
載
も
募
集
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
、
進
交
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
の

方
々
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
母
校

愛
を
深
め
、
進
交
会
（
同
窓
会
）
活
動
が
活
発

に
な
り
ま
す
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
末
尾
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
寄
稿
・
広
告
掲

載
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
か
ら
会
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　
会
報
・
H
P
委
員
長

　
　
桑
原
　
正
子
（
文
昭
41
卒
）

Ｙ
校
〜
Ｙ
専
〜
横
浜
市
大
ま
で
の
あ
ゆ
み
と
進
交
会

　
明
治
15
年
（
１
８
８
２
年
）
横
浜

商
法
学
校
が
誕
生
し
、
種
々
の
変
遷

を
経
て
、
７
年
制
（
本
科
５
年
・
専
修

科
２
年
）
の
横
浜
市
立
横
浜
商
業
学

校
（
旧
Ｙ
校
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
専
修
科
が
、
昭
和
３
年
（
１
９

２
８
年
）
に
横
浜
市
立
横
浜
商
業
専

門
学
校
（
Ｙ
専
）
に
昇
格
、
そ
の
後
、

昭
和
24
年
の
新
制
大
学
発
足
に
伴
い

横
浜
市
立
大
学
商
学
部
に
改
称
し
金

沢
八
景
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
本
科
は
今
の
横
浜
市
立
横
浜
商
業

高
等
学
校
（
Ｙ
校
）
と
し
て
１
４
０
年

以
上
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
ま
す
。

　
進
交
会
は
Ｙ
校
と
Ｙ
専
の
ル
ー
ツ

が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｙ
校
・
横

浜
市
大
の
単
一
の
同
窓
会
と
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

【
　
目
　
次
　
】

挨
拶
・
浜
大
祭
案
内
　
　
　
　
　
二

ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
を
考
え
る

　
金
子
文
夫
名
誉
教
授
　
　
　
　
四

同
窓
会
の
活
動
　
　
　
　
　
　
　
六

活
躍
す
る
卒
業
生
　
　
　
　
　
　
九

活
躍
す
る
学
生
　
　
　
　
　
　
　十
一

大
学
だ
よ
り

　　
　
　
　
　
　
　十
二

支
部
だ
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
十
四

進
交
会
だ
よ
り
　
　
　
　
　
　
十
五

訃
報
・
編
集
後
記
　
　
　
　
　
十
六

商業施設・オフィス・リノベーション・設計施工tatesin

会長 渡辺清和
（Y校 昭和45年卒　バドミントン部）

〒 232-0022 横浜市南区高根町4-29
☎045-242-1320　☎045-262-4026（不動産部）

一級建築士事務所

株式会社タテシン

麺処 おおぎ（進交会館１階）
うどんと酒肴

◎馬車道・横浜市役所前店(進交会館１Ｆ）
　横浜市中区相生町６－１１１　電話 ０４５－６８１－２１５２

◎大通り公園前本店
　横浜市中区蓬莱町１－１－３
　電話　０４５－２４３－０３９０

◎常磐町店
　横浜市中区常磐町３－２２－３   
　電話　０４５－２３２－４０４０　　

令
和
６
年
　
進
交
会

新
年
懇
親
会
の
お
知
ら
せ

日
　
時
　
令
和
６
年
１
月
27
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
11
時
30
分
　
開
会

場
　
所
　
崎
陽
軒
本
店
　
４
階

※

詳
細
は
進
交
会
事
務
局
ま
で
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